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ふれあいまつり 2015

　8月 29日に姉妹都市提携を締結した島根県松江市の皆さ
んが来町され、ふれあいまつりを一緒になって盛り上げて
いただきました。
　松江観光大使の委嘱状交付式を始め、松江ブースにて特産
品の販売・ＰＲやステージでは、まつえ若武者隊の演舞など
がおこなわれ、会場に華を添えました。また、大口元気戦
隊ダッシュマンとのコラボレーションもあり、ちびっ子に
大人気でした。今後も緩やかに交流が継続できることを願っ
ています。

12月3日（木）から9日（水）は障害者週間です P12
まちの話題 P32
健闘 大口町消防団
Be Ambitious　加藤　里奈さん（余野）

P3特集　地域で守る伝統行事
P7

P35
P34

平成26年度　決算状況について

「明るさ」で役に立ちたい



あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

防災・防犯メール配信サービス

携帯電話からの登録方法　携帯電話から下記メールアドレス
へ空メールをお送りください。送信された携帯電話のメール
アドレスあてに「本登録」の手順をご案内します。
oguchi@entry.mail -dpt . jp

QR コードを使用できる機種をお持ちの
方は右の QR コードをお使いください。
迷惑防止のためのドメイン指定が必要な
方は town.oguchi . lg. jp、アドレス指定が
必要な方は bousai@town.oguchi.lg.jpを許可してください。

※

※

NO.679

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと

伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック いずみ内科 今井医院 みずの整形外科

日 月 火 水 木 金 土

すずいクリニック

ひじかた整形外科

柳瀬医院 かつし家庭医療医院

さくら総合病院
大川外科
胃腸科クリニック

・厚生年金相談（29） ・普通救命講習会（25）・1歳6か月児健診（28）
・しなやかお達者の会余野（28）
・消費生活相談（29）
・献血（30）
・ワークセンター入会説明会（31）

・歩く健康の集い（28）
・しなやかお達者の会豊田（28）

・西保育園庭開放（21）
・母子健康手帳交付説明会（28）
・親子ふれあい広場（30）

・健康講座（27）
・4か月児健診（28）
・もぐもぐ離乳食教室（28）
・ポールウォーキング自主活動（28）
・法律相談（29）
・心配ごと相談（29）
・家庭児童相談（29）

・健康相談（28）
・口腔相談（28）
・若者の就職相談会（29）

・登記相談（29）

・健康講座（27）
・フレッシュママの会（28）
・さくら大学（30）

・愛知駅伝大会
　

・３歳児健診（28）
・ポールウォーキング自主活動（28）
・男性のポールウォーキング体験講座（28）
・ポールウォーキング初心者講習（28）
・人権・行政相談（29）
・心配ごと相談（29）

・母子健康手帳交付説明会（28）
・親子ふれあい広場（30）

・しなやかお達者の会余野（28）

・雑誌のリユース（22）
・クリスマスおはなし会（22）

・10か月児健診（28）
・歩く健康の集い（28）
・しなやかお達者の会豊田（28）

・みんな集まれおはなし会（22）

・団体とまちコン交流会（16）

・南保育園庭開放（21）
・不動産相談（29）

・北保育園庭開放（21）
・2万人体力測定（23）
・健康講座（27）
・2歳3か月児歯科健診（28）
・ポールウォーキング自主活動（28）
・多重債務者相談（29）

・BCG（28）
・体力測定（28）
・健康相談（28）
・口腔相談（28）
・ひだまりの会（28）

・子育て相談室（28）

※（　）内はページ数です　※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

・大口中保育園庭開放（21）

13 15 16 17 18 1914

6 7 8 9 10 11 12

27 28 29 30 31 1/1 2

20 21 22 23 24 25 26

30 12/1 2 3 4 511/29

・厚生年金相談（24）
・若者の就職相談会（24）

・普通救命講習会（12）・1歳6か月児健診（16）
・歩く健康のつどい（16）
・しなやかお達者の会余野（16）
・しなやかお達者の会豊田（16）
・消費生活相談（24）
・ワークセンター
　　　入会説明会（26）

・母子健康手帳交付説明会（16）
・親子ふれあい広場（26）
・クリスマスコンサート（27）

・歯科健診（16）
・もぐもぐ教室（16）
・ポールウォーキング（16）
・多重債務者相談（24）
・法律相談（24）
・心配ごと相談（24）

・健康相談（16）
・口腔相談（16）

・4か月児健診（16）
・ポールウォーキング（16）
・登記相談（24）
・家庭児童相談（24）
・心配ごと相談（24）

・フレッシュママの会（16）
・さくら大学（25）

・第9回愛知県市町村
　　対抗駅伝競走大会

・３歳児健診（16）
・ポールウォーキング（16）
・人権相談（24）
・行政相談（24）
・心配ごと相談（24）

・母子健康手帳交付説明会（16）
・親子ふれあい広場（26）

・しなやかお達者の会余野（16）

・雑誌のリユース（21）
・クリスマスおはなし会（21）

・１０か月児健診（16）
・歩く健康のつどい（16）
・しなやかお達者の会豊田（16）

・不動産相談（24）・ポールウォーキング（16）
・南・西・北保園庭開放（19）
・2万人体力測定（19）

・BCG（16）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・ひだまりの会（16）

休
日
診
療

休
日
診
療

診
療
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午　

午
後
２
時
か
ら
５
時

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
夜
間
）

　

蘂
０
５
８
６―

72―

１
１
３
３

戸籍保険課
窓口延長日

11日（水）
9日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

●固定資産税・都市計画税（3期）●国民健康保険税（7期）
●下水道受益者負担金（3期）
●介護保険料（7期）●後期高齢者医療保険料（6期）

納期限：12月25日（金）

月　日 病院・医院名 電　話
12月6日 ひじかた整形外科 91-0012
13日 すずいクリニック 96-1114
20日 柳瀬医院 93-5858
23日 かつし家庭医療医院 92-3320
27日 さくら総合病院 95-6711

29日 伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック 92-3388

30日 いずみ内科 92-2511
31日 今井医院 95-2534

1月1日 みずの整形外科 94-2210
2日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155
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地
域
で
守
る

　

伝
統
行
事

地
域
で
守
る

　

伝
統
行
事八

剱
社（
豊
田
）

年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
り

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
１
か
月
で

す
ね
。
年
末
年
始
は
、
大
掃
除
に
お
正
月

の
準
備
、
初
詣
と
ど
の
家
も
大
忙
し
で
す
。

こ
れ
ら
の
年
末
年
始
の
行
事
は
、
そ
れ
ぞ

れ
意
味
や
由
来
が
あ
り
ま
す
。

　

大
掃
除
の
由
来
は
、「
家
の
中
を
清
め
、

神
様
を
気
持
ち
良
く
迎
え
る
た
め
」
と
い

う
、
古
来
よ
り
神
様
を
大
切
に
し
て
き
た

日
本
人
ら
し
い
発
想
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
お
正
月
と
い
う
行
事
は
、「『
年と
し
が
み神

』

と
い
う
稲
の
霊
が
年
の
初
め
に
家
々
を
訪

れ
る
た
め
、
そ
の
年
神
を
ご
馳
走
で
も
て

な
す
」
と
い
う
な
ら
わ
し
か
ら
始
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
稲
作
で
生
活
を
支
え
て
き
た

日
本
な
ら
で
は
の
由
来
で
す
。

　

他
に
も
、
安
産
祈
願
、
お
宮
参
り
、

七
五
三
、
合
格
祈
願
、
交
通
安
全
祈
願
、

厄
年
の
お
祓
い
や
地
鎮
祭
、
豊
作
祈
願
な

ど
、
生
活
や
人
生
の
節
目
に
関
わ
る
行
事

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
発
祥

の
い
わ
れ
が
あ
り
、
先
祖
か
ら
こ
れ
ま
で

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
初
詣
」
も

古
く
か
ら
続
く
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
欠
か
せ
な
い
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
晦
日
の
夜
、
除
夜
の
鐘
が
鳴
る
頃
に

そ
の
土
地
（
地
域
）
の
暮
ら
し
を
守
る
氏

神
様
に
参
拝
し
、
新
た
な
１
年
を
迎
え
る

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

天
神
社
（
秋
田
区
）

年�

末
年
始
　
二
の
宮
さ
ん
（
大
縣
神
社
・

犬
山
市
）
か

ら
宮
司
さ
ん

を
迎
え
新
年

祭
を
お
こ
な

い
、
参
拝
者

に
お
神
酒
を

ふ
る
ま
い
ま

す
。

主�

な
年
中
行
事　

秋
の
お
祭
り
で
、
お
神

輿
を
お
こ
な
い
ま
す
。

八�

剱
社
（
豊
田
区
）

　
境
内
は
、
松
江
城
主
堀
尾
吉
晴
を
生
ん
だ

堀
尾
家
累
代
の
邸
宅
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
境
内
南
東
の
角
に
は
『
堀
尾
吉
晴
邸
址
』

の
碑
が
建
っ
て
お
り
、
堀
尾
金
助
と
母
子
の

銅
像
が
あ
り
ま
す
。

年�

末
年
始
　
年
越
し
大
祓
い
神
事
（
境
内

の
掃
除
）
を

総
代
全
員
で

お
こ
な
い
ま

す
。
か
が
り

火
を
た
き
、

参
拝
者
に
お

神
酒
を
ふ
る

▲天神社（秋田区）▲八剱社（豊田区）

　

今
回
の
特
集
は
、
町
内
の
神
社
を
地
域

ご
と
に
ご
紹
介
し
、
地
域
の
行
事
や
伝
統

に
想
い
を
馳
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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特集

▲三明神社（大屋敷区）

▲小口神社（中小口区）▲白山神社（下小口区）

▲神明社（外坪区）▲おちょぼ稲荷（河北区）

▲白山神社（上小口区） ▲余野神社（余野区）

ま
い
ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

４
月 

金
助
桜
ま
つ
り

（
春
の
大
祭
）
堀
尾
金
助
の
顕
彰
に
合
わ

せ
て
神
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

７
月  

天
王
祭(

輪※
１
く
ぐ
り)

10
月  
秋
の
大
祭

11
月  
熱
田
神
宮
に
「
献け
ん
こ
く穀

」

※�

こ
の
行
事
は
新
米
20
㎏
×
5
袋
に
玉
串

代
を
添
え
て
、
奉
納
す
る
も
の
で
、
地

名
「
御
供
所
（
ご
ご
し
ょ=

お
ん
そ
な

え
ど
こ
ろ
）」
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。

12
月  

冬
至
祭
（
新
嘗
祭
）

そ
の
他　

月
並
祭　

三
明
神
社（
大
屋
敷
区
）

年�

末
年
始
　
宮
司
（
神
主
）
さ
ん
が
神
事

を
お
こ
な
い

ま
す
。
た
き

火
（
迎
え
火
）

を
た
き
、
参

拝
者
に
お
神

酒
を
ふ
る
ま

い
ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

五
大
行
事

　

１
月 

新
年
祭
、
５
月 

苗
代
祭

　

７
月 

夏
祭
り
（
輪※
１

く
ぐ
り
）

　

10
月 

秋
祭
り
、
11
月 

新
嘗
祭

神
明
社
（
外
坪
区
）

年�

末
年
始
　
た
き
火
を
た
き
、
参
拝
者
に

甘
酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。
元
旦
は
神
主

さ
ん
を
迎
え
神
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

五
大
行
事

１
月 

新
年

祭
、
５
月 

祈
年
祭
、

７
月 

夏
祭

り
（
輪※
１

く
ぐ

り
）

10
月 

秋
の
大
祭
礼
、
11
月 

新
嘗
祭

お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
（
河
北
区
）

年�

末
年
始
　
参

拝
者
に
甘
酒

を
ふ
る
ま
い

ま
す
。
志
を

い
た
だ
い
た

希
望
者
に
竹

に
さ
し
た
大

き
な
生
の
イ

ワ
シ
を
出
し
、
焼
い
て
食
べ
ま
す
。
こ

れ
は
年
越
し
に
イ
ワ
シ
を
食
べ
る
風
習

が
あ
る
た
め
、
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ワ
シ

を
刺
す
竹
は
お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
の
竹
を

切
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
は
二
ツ
屋

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
お
こ
な

い
ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

1
月  

元
旦
祭
、3
月　

初※
２

午
祭
、
9
月  

秋
大
祭　

そ
の
他  

毎
月

十
二
日
（
き
つ
ね
の
命
日
）、
月
並
祭

余
野
神
社
（
余
野
区
）

年�

末
年
始
　
た
き
火
を
た
き
、
総
代
さ
ん

と
四
十
二
厄

の
方
が
参

拝
者
に
お
神

酒
、
甘
酒
を

ふ
る
ま
い
ま

す
。

主�

な
年
中
行
事　

1
月 

元
旦

祭
、
厄
祭
、
左
義
長
、
3
月 

祈
年
祭
、

4
月
秋
葉
社
鎮
火
祭
、
7
月 

夏
越
し
神

事
、
10
月 

秋
の
大
祭
、
11
月 

新
嘗
祭

白
山
神
社（
上
小
口
区
）

年�

末
年
始
　
た

き
火
を
た

き
、
四
十
二

厄
の
方
が
参

拝
者
に
甘
酒

を
ふ
る
ま
い

ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

1
月 

ご
祈
祷
祭
、
7
月　

虫※
３

送
り
、
夏

祭
り
（
輪※
１
く
ぐ
り
）
11
月 

神
送
り
等

小
口
神
社（
中
小
口
区
）

　

神
明
社
、
須
賀
社
、
八
幡
社
の
３
つ
の

御
祭
神
が
合
わ
さ
っ
た
、
町
内
最
古
の
氏

神
様
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
、

豊と
よ
う
け
ひ
め

受
姫
大
御
神
な
ど
５
つ
の
神
様
が
合
祀

さ
れ
て
い
ま
す
。

年�

末
年
始
　
か
が
り
火
を
た
き
、
参
拝
者

に
お
神
酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。
宮
司
さ

ん
と
地
域
の
方
、
総
勢
約
20
名
で
お
こ

な
い
ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

1
月　

歳

旦
祭
、
5
月　

祈
年
祭
、
7

月　

夏
祭

り
（
水
神
祭
、

輪※
１

く
ぐ
り
）

10
月　

秋
祭
、

　

12
月　

新
嘗
祭　

そ
の
他　

月
並
祭

※�

本
殿
の
横
に
大
口
町
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
御
神
木
（
山
柿
）
が
あ

り
ま
す
。
樹
齢
は
1
0
0
0
年
以
上（
平

安
時
代
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
山
神
社（
下
小
口
区
）

年�

末
年
始
　
か

が
り
火
を
た

き
、
四
十
二

厄
の
方
が
参

拝
者
に
甘
酒

を
ふ
る
ま
い

ま
す
。

主�

な
年
中
行
事　

1
月 

歳
旦
祭
、
5
月 

祈
年
祭
、
7
月 

夏
祭
り
（
輪※
１

く
ぐ
り
）、
10
月 

秋
祭
、

12
月 

新
嘗
祭
、
そ
の
他 

月
並
祭

※�

1
「
輪
く
ぐ
り
」
…
茅ち

が
や

の
輪
く
ぐ
り
は
、
正

月
か
ら
半
年
間
の
ケ
ガ
レ
を
祓
い
、
残
り
半
年

の
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
禊み

そ
ぎ

を
し
て
邪

悪
な
穢け

が

れ
を
祓は

ら

い
、
災
難
を
予
防
す
る
為
の
も

の
で
す
。
こ
の
梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
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▲伝統芸能発表会

は
、
天
然
痘
な
ど
の
疫
病
が
は
や
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
疫
病
除
け
に

茅
の
輪
が
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。

※�
2
「
初は

つ
う
ま午

祭
」
…
稲
荷
神
社
は
京
都
市
伏
見

区
の
伏
見
稲
荷
大
社
が
総
本
社
。
伏
見
稲
荷
に

よ
る
と
、
和
銅
4
年
（
7
1
1
年
）
の
2
月

の
最
初
の
午
の
日
に
、
祭
神
が
稲
荷
山
（
伊
奈

利
山
）の
三
箇
峰
に
降
り
た
と
い
う
故
事
か
ら
、

稲
荷
神
を
祭
る
祭
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
旧
暦
2
月
の
初
午
の
日

は
今
の
3
月
に
あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
稲
作
を
始

め
る
時
期
だ
っ
た
た
め
、
農
耕
の
神
様
を
祭
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※�

3
「
虫
送
り
」
…
稲
な
ど
に
付
く
病
害
虫
を

追
い
払
う
た
め
の
儀
礼
。
平
安
末
期
の
武
将
で

平
家
に
仕
え
た
斎さ

い
と
う
さ
ね
も
り

藤
実
盛
の
乗
る
馬
が
、
源
平

合
戦
の
際
に
稲
の
切
り
株
に
足
を
取
ら
れ
木
曽

義
仲
軍
に
討
た
れ
た
こ
と
を
恨
ん
で
、
田
の
害

虫
ウ
ン
カ
に
化
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
由
来
。
上
小
口
地
区
で
は
、
ウ
ン
カ
を
火
で

追
い
払
う
と
い
う
習
わ
し
に
屈
強
な
武
将
実
盛

が
敵
を
倒
す
よ
う
に
ウ
ン
カ
も
退
治
し
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
が
合
わ
さ
り
、
馬
に
乗
っ
た
実

盛
や
た
い
ま
つ
を
く
わ
え
た
鳳
凰
を
か
た
ど
っ

た
わ
ら
人
形
を
作
り
ま
す
。

※�

今
回
紹
介
し
た
行
事
や
い
わ
れ
等
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
。

取
材
に
て

　

多
く
の
人
が
親
し
ん
で
い
る
地
域
の
神

社
の
年
中
行
事
。
家
族
の
無
病
息
災
や
、

そ
の
年
の
豊
作
を
願
う
な
ど
、
生
活
の
節

目
に
深
く
根
差
し
、
今
な
お
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
行
事
を
支
え
て
い
る
の
は
氏

子
と
氏
子
総
代
長
と
い
っ
た
地
域
の
方
々

町内外周約24Km

町内五条川 片道徒歩で
約1時間30分
約189kcal

町内五条川 片道徒歩で
約1時間30分
約189kcal

柏森駅

丹羽高校

柏森駅

丹羽高校

南保育園

南小学校

大口幼稚園大口幼稚園

大口中学校

役場

郵便局

カネスエ

バロー

西小学校

西保育園西保育園

アピタ

丹羽消防署
大口出張所

ヨシヅヤ

丹羽消防署
大口出張所

北小学校北小学校

屋内運動場

白山ふれあいの森

健康文化センター

小口城址公園

ゲートボール場
大口町総合運動場

多目的広場
総合テニスコート

温水プール

木
津
用
水

木
津
用
水

ヨシヅヤ

155

わかしゃち国体
記念運動公園
（上小口グラウンド）

41

さくら総合病院さくら総合病院

大口南
郵便局
大口南
郵便局

大口中保育園大口中保育園

堀尾跡公園

町内外周約24Km

町内五条川 片道徒歩で
約1時間30分
約189kcal

町内五条川 片道徒歩で
約1時間30分
約189kcal

中央公民館
図書館

秋田グラウンド

大口町テニスコート

野球グラウンド

旧北小学校跡地広場
河北グラウンド

さつきケ丘区

垣田区

天神社

おちょぼ稲荷
二ツ屋二ツ屋

替地替地

カネスエ西小学校

大口幼稚園大口幼稚園

大口中学校
役場

カネスエ

バローバロー

西小学校

西保育園西保育園

アピタ

ヨシヅヤ

北小学校北小学校

健康文化センター

木
津
用
水

木
津
用
水

ヨシヅヤ

155

さくら総合病院さくら総合病院

大口中保育園大口中保育園

ラモーナ稚園ラモーナ稚園

五
条
川

健康文化センター

南保育園南保育園

中小口区

上小口区

大屋敷区

下小口区

余野区

河北区

外坪区

秋田区

豊田区

神福神社

天神社

金比羅社

津島社

秋田秋田

諏訪神社
高橋高橋

清嶋神社
萩島萩島

三明神社
大屋敷大屋敷

白山神社
上小口上小口

白山神社
下小口下小口

小口神社
中小口中小口

神明社
川北河北

神明社
幼川幼川

八王子神社
伝右伝右

八佐八佐
長桜長桜

小折新田小折新田

区

41

神明社
新宮新宮

余野神社

上小口区

八剱社

熊野神社
宗雲宗雲

神明社
二ツ屋二ツ屋

神明社
外坪外坪

カネスエ

役場

カネスエ

バローバロー

アピタ
健康文化センター

155

さくら総合病院さくら総合病院

五
条
川

五
条
川

健康文化センター

41さつきケ丘区

垣田区

天神社
替地替地

中小口区

上小口区

大屋敷区

下小口区

余野区
河北区

外坪区

秋田区

豊田区

金比羅社
秋田秋田

高橋高橋

大屋敷大屋敷

白山神社
上小口上小口

下小口下小口

中小口中小口

おちょぼ稲荷
二ツ屋二ツ屋

萩島萩島

幼川幼川
伝右伝右

津島社
八佐八佐

長桜長桜

小折新田小折新田

新宮新宮

余野神社

上小口区

宗雲宗雲

二ツ屋二ツ屋

外坪外坪

八剱社
豊田豊田

川北河北

神明社

熊野社

余野余野

諏訪神社

三明神社
白山神社

小口神社

清嶋神社

神明社
八王子神社

天神社

神明社

神明社神明社

神福神社

結
し
、
屋
外
の
特
設
舞
台
で
獅
子
屋
形
に

よ
る
お
囃は
や
し子

、
河
北
地
区
の
木き

や遣
り
、
特

別
出
演
の
安や
す
ら良

の
棒
の
手
（
江
南
市
）、
北

保
育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
行
事
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
世
代

間
、
地
域
間
で
の
絆
や
団
結
も
育
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
よ
い
よ
暮
が
押
し
迫
っ
て
い

ま
す
。
祖
先
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
地
域

の
行
事
の
意
味
を
改
め
て
考
え
な
が
ら
、

気
分
を
一
新
し
て
家
族
で
初
詣
に
出
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

各地区の神社

で
す
。
大
祭
・
行
事
や
日
頃
の
掃
除
等
は
、

「
地
域
総
出
」
で
準
備
や
運
営
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
取
材
で
、「
代
々
引

き
継
が
れ
て
い
く
中
で
、
詳
細
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
く
行
事
も
あ
る
が
、
自
分

た
ち
が
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
想
い
で
や
っ
て
い
る
。
神
社
は
自
分
が

幼
い
こ
ろ
の
遊
び
場
で
い
つ
も
生
活
の
隣

に
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
今
で
も
地
域
の
安

ら
ぎ
の
空
間
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

10
月
25
日
豸
、
小
口
城
址
公
園
で
お
こ

な
わ
れ
た
「
伝
統
芸
能
発
表
会
」
で
は
、

上
小
口
、
中
小
口
、
下
小
口
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
き
ら
び
や
か
な
獅し
し
や
か
た

子
屋
形
が
集

※�特集の取材にあたり、区長の皆
さまをはじめとした地域の方々
のご協力をいただきました。
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社会保障・税番号制度　マイナンバー

　

現
在
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
よ
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
の
発
送
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
全
国
的
に
当
初
の
予
定
よ
り
若
干
の
遅
れ
が
出
て

い
ま
す
。

　

大
口
町
で
は
、
12
月
中
旬
に
郵
送
に
て
各
世
帯
に
配
達
す

る
予
定
で
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
確
実
に
本
人
に
届
け
る
た
め
に
、
世

帯
員
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛
て
に
「
転
送
不
要
」
の
簡

易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
票
が
あ
る
住
所
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
郵
便
物
を
転

送
す
る
届
出
を
郵
便
局
に
出
し
て
い
る
場
合
は
、
通
知

カ
ー
ド
は
転
送
先
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

不
在
の
場
合
は
、
ポ
ス
ト
に
不
在
票
が
入
る
の
で
、
そ

れ
に
従
い
再
送
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
在
票
を

受
け
取
っ
た
後
の
手
続
き
は
、
不
在
票
の
連
絡
先
で
あ
る

郵
便
局
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
局
で
一
定
期
間
保
管
後
、
役
場
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

役
場
に
返
送
後
は
、本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
写
真
付
き
）、免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
お
よ
び
在
留
カ
ー

ド
な
ら
１
点
、
健
康
保
険
ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
、

医
療
受
給
者
証
、
預
金
通
帳
、
学
生
証
な
ら
２
点
）、
印

鑑
が
あ
れ
ば
、
役
場
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
５
日
以
降
に
出
生
届
を
出
さ
れ
た
場
合
は
、

届
出
後
に
随
時
通
知
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
通
知
カ
ー
ド
は
別
便
で
届
き
ま

す
。

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

マイナンバーが
記載された通知カードの
発送について

　

通
知
カ
ー
ド
と
い
っ
し
ょ
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

が
配
達
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
の
IC
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
た

電
子
証
明
書
を
用
い
て
、
e
ー

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
電
子
申
請
が
お
こ
な
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
初
回
に
つ
い
て
は
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
が
、

紛
失
等
に
よ
る
再
発
行
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
交
付
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を

い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
e
ー

T
a
x
で
確
定

申
告
等
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
申
請
さ
れ
る
時
期
に
注
意
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
簡
易
書
留
に
同
封
さ
れ
て
い
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
申
請
書
に
顔
写
真（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）を
貼
り
、

返
信
封
筒
に
い
れ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

表

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
が

記
載
さ
れ
た
紙
の
カ
ー
ド
で
す
。

初
回
配
達
時
に
ご
不
在
で
再
配
達
時
に
も
ご
不
在
の
場
合
は
不
在
通
知

が
投
函
さ
れ
ま
す
。

● 

通
知
カ
ー
ド
と
は
？

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
、
返
信
用
封
筒
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
説

明
書
類

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
後
、
転
居
・
転
入
届
を
提
出
さ
れ
る
際
は
、

窓
口
で
通
知
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

● 

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
る
も
の

※

「
通
知
カ
ー
ド
」
は

紛
失
し
な
い
よ
う
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

※

紛
失
し
た
場
合
、
再
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
手
数
料
（
５
０

　

０
円
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

役
場
か
ら
直
接
電
話
な
ど
で
申
請
の
斡
旋
は

お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

詐
欺
に
注
意
！

問
合
せ
先　

平
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

　

祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

蘂
０
５
７
０
ー
20
ー
０
１
７
８
（
日
本
語
）

※

IP
電
話
等
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合

　

蘂
０
５
０
ー
３
８
１
６
ー
９
４
０
５　

蘂
０
５
７
０
ー
20
ー
０
２
９
１
（
外
国
語
）

　

戸
籍
保
険
課　

蘂
95
ー

１
１
１
５

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
公
的
な
身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す
！(

初
回
無
料)

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
の
簡
易
書
留
に
同
封
さ
れ

て
い
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
に
顔
写

真
を
貼
り
、
返
信
用
封
筒
に
い
れ
て
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
る
申
請
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
本
人

が
原
則
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
全
国
の
各
市
町
か

ら
委
任
を
受
け
た
『
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
』
が
作
成
し
ま
す
。
全
国

か
ら
の
対
応
を
一
か
所
で
処
理
す
る
た
め

カ
ー
ド
交
付
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

問�

合
せ
先　

平
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　
　

蘂
０
５
７
０
ー

20
ー

０
１
７
８
（
日

本
語
）

※�

I
P
電
話
等
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合

蘂
０
５
０
ー

３
８
１
６
ー

９
４
０
５　

蘂
０
５
７
０
ー

20
ー

０
２
９
１
（
外

国
語
）

戸
籍
保
険
課　

蘂
95
ー

１
１
１
５ 

氏　　名

住　　所

生年月日

セキュリティコード 1234

大口　桜子

愛知県丹羽郡大口町○○丁目○番地

昭和40年10月8日

氏　　名

生年月日
2017 年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

連絡先

大口　桜子

昭和40年10月8日

性　　別 女

2026年　3月31日まで有効

個人番号
カード

個人番号 1234  5 678  9 102

サインパネル領域

××××××××××××××××××××××
××××××××××××××××××××××

追加ロゴ
予備領域

電子証明書
の有効期限

表面には顔写真、氏名、性別、
生年月日、住所、有効期限（発行
日から10回目の誕生日まで。発
行時に 20歳未満は 5回目の誕生
日まで）などが記載され、裏面
には個人番号が記載されます。

個人番号イメージ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行
お
よ
び
更
新
に

つ
い
て
は
、
本
年
12
月
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
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24年度税　目 25年度 26年度町税決算額の推移
12億5,061万円

8億434万円

26億136万円

2億1,086万円

48億6,717万円

12億9,147万円

9億5,295万円

26億1,236万円

2億3,187万円

50億8,865万円

12億9,252万円

12億6,286万円

27億5,943万円

2億3,118万円

55億4,599万円

個人町民税
法人町民税
固定資産税
その他
合　計

町税決算額、基金、地方債（借入額）現在高の推移
　一般会計では、町税収入は前年度に比べて4億
5,734万円の増加となっていることから、景気は回復
傾向にあるといえます。また基金では、北保育園建設
に備え基金への積立てをおこないましたが、中央公民
館耐震補強改修工事や小中学校非構造部材耐震改修工
事へ充てるため取崩したことにより、全体では357万
円の減額となっています。
　そして、地方債現在高は、一般会計と公共下水道事
業会計で合わせて、前年度に比べて2億6,257万円減
少し、65億5,100万円となっています。

会　計 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一般会計

合　計

特別会計
国際交流事業
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
公共下水道事業
農業集落家庭排水事業
土地取得
社本育英事業

会計別歳入歳出決算額

85億4,457万円

41億5,830万円

561万円

21億230万円

2億1,536万円

9億8,269万円

7億8,485万円

2,746万円

2,059万円

1,944万円

127億287万円

82億8,649万円

40億8,834万円

561万円

20億7,388万円

2億1,518万円

9億6,239万円

7億8,485万円

2,746万円

827万円

1,070万円

123億7,483万円

2億5,808万円

6,996万円

０万円

2,842万円

18万円

2,030万円

０万円

０万円

1,232万円

874万円

3億2,804万円

24年度会　計 25年度 26年度

30億749万円

40億7,313万円

70億8,062万円

28億1,250万円

40億107万円

68億1,357万円

27億4,938万円

38億162万円

65億5,100万円

一般会計
公共下水道事業特別会計
合　計

※一般会計の差引額には、平成27年度へ繰り越した事業の財源（5,611万円）が含まれています。

24年度基金名 25年度 26年度基金現在高の推移
財政調整基金
ふるさとづくり基金
学校施設整備事業基金
明日のまちづくり基金
その他の基金
合　計

22億3,624万円

6,784万円

1億8,024万円

2億9,257万円

7億6,377万円

35億4,066万円

23億4,083万円

5,503万円

1億8,033万円

4億5,635万円

8億7,151万円

39億405万円

23億5,754万円

5,451万円

5,734万円

5億2,628万円

9億481万円

39億48万円

　平成26年度決算額は、一般会計と特別会計を合わせて、
歳入が127億287万円、歳出が123億7,483万円となりま
した。会計毎の歳入歳出決算額は、次の表のとおりです。

平成26年度 決算状況

地方債

◆平成26年度の

について報告します
決算状況

平成26年度の

について報告します
決算状況

平成26年度の

について報告します
決算状況
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歳出決算額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

合　計

1億3,908万円

12億9,703万円

24億8,705万円

6億7,498万円

417万円

1億1,763万円

1億1,556万円

8億6,976万円

4億2,557万円

19億1,810万円

2億3,756万円

82億8,649万円

1億3,844万円

14億1,741万円

22億8,619万円

6億5,889万円

423万円

1億618万円

3億618万円

8億170万円

5億6,896万円

8億1,931万円

2億4,235万円

73億4,984万円

64万円

▲ 1億2,038万円

2億86万円

1,609万円

▲ 6万円

1,145万円

▲ 1億9,061万円

6,806万円

▲ 1億4,339万円

10億9,879万円

▲ 479万円

9億3,665万円

0.5％

▲ 8.5％

8.8％

2.4％

▲ 1.4％

10.8％

▲ 62.3％

8.5％

▲ 25.2％

134.1％

▲ 2.0％

12.7％

科　目 26年度 25年度 増減額 増減率

町税

各種交付金等

地方交付税

国庫支出金

繰入金

諸収入等

法人町民税の増加

株式等譲渡所得割交付金の増加

特別交付税の減少

地域の元気臨時交付金による増加

学校施設整備事業基金繰入金の減少

繰越金の増加

1億4,798万円

2,987万円

▲ 2,332万円

4,783万円

▲ 2億9,000万円

1億5,953万円

主な要因（増減率が大きい科目）

総務費

商工費

消防費

教育費

さつきケ丘防災センター建設工事実施による増加

総合住民情報システム再構築委託による増加

新設した電算機器整備基金への積立による増加

町内企業再投資促進補助金による増加

防災行政用無線戸別受信機購入による増加

南小学校（プールおよび外溝）工事完了による減少

8,994万円

5,198万円

4,000万円

2億1,193万円

9,451万円

▲ 3億1,744万円

主な要因（増減率が大きい科目）

歳入構成比歳入構成比
歳出構成比歳出構成比

町税

地方譲与税

各種交付金等

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入等

町債

合計

55億4,599万円

8,623万円

4億9,930万円

3,369万円

1億706万円

5,784万円

7億5,834万円

4億1,568万円

3億4,763万円

5億6,280万円

1億3,000万円

85億4,457万円

50億8,865万円

9,060万円

4億8,071万円

3,816万円

1億341万円

5,991万円

5億6,394万円

3億2,147万円

5,409万円

7億6,986万円

0万円

75億7,080万円

4億5,734万円

▲ 437万円

1,859万円

▲ 447万円

365万円

▲ 207万円

1億9,441万円

9,421万円

2億9,354円

▲ 2億705万円

1億3,000万円

9億7,377万円

9.0％

▲ 4.8％

3.9％

▲ 11.7％

3.5％

▲ 3.5％

34.5％

29.3％

542.7％

▲ 26.9％

皆増

12.9％

科　目 26年度 25年度 増減額 増減率

歳入決算額

※各項目の単位未満を四捨五入をしているため、計算があわない箇所があります。

平成25年度 決算状況 平成26年度 決算状況平成26年度 決算状況

平成26年度決算の健全化判断比率と資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性に関する比率の「健全化判断比率」及び「資金
不足比率」を公表します。
　大口町の平成26年度決算の健全化判断比率と資金不足比率は、下記のとおりすべて基準を下回り、財政健全化法
においては、健全な状況であるといえます。
　今後もこの状況を維持するため引き続き堅実な財政運営に努めていきます。

健全化判断比率等の公表

◎各指標（健全化判断比率と資金不足比率）
公共下水道事業特別会計

大口町の指標 経営健全化基準

健全化判断比率

資金不足比率

用語説明

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

14.52％

19.52％

25％

350％

20％

30％

35％0.5％

大口町の指標 早期健全化基準 財政再生基準

農業集落家庭排水事業特別会計

20％

20％

実質赤字比率と連結実質赤字比率については、一般会計等、公営企業会計ともに赤字ではなかったために「－」
となっています。
将来負担比率は、将来負担しなければならない実質的な負債額が、収入が見込める額と貯蓄額よりも少ないため、
「－」となっています。

各会計とも資金不足額がないために「－」となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性
に関する比率の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を公表します。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）
　財政健全化法は、従来の市町村財政の健全性を確保するためにあった
「財政再建法（地方財政再建促進特別措置法）」の問題点を解決するため、
平成19年6月に公布された法律です。この法律によって「健全化判断比率」
と「資金不足比率」の各指標を前年度決算から算定することになりまし
た。この法律は、「自治体財政の早期健全化および財政の再生並びに公
営企業の経営の健全化」を目的としており、以下の特徴を持っています。

　以上のように、毎年、前年度の決算をもとに算定した市町村全体の将
来的な負担を含めた財政状況を把握し数値を公表することで、財政破綻
する前に自主的な改善努力を行い財政の健全化を図れるように制度化さ
れました。また、各指標がひとつでも上記①の基準以上となった場合は、
財政健全化計画または財政再生計画（資金不足比率を上回った場合は、
経営健全化計画）を定めることが義務付けられています。

この法律により算定することとなった健全化判断比率には、悪化した
財政状況を早期に健全化するため、イエローカードである「早期健全
化基準」とレッドカードである「財政再生基準」という目安を設けて
います。また、公営企業会計（※1）については、資金不足比率に対し
て「経営健全化基準」を設けています。
実質赤字（※2）の表示だけでなく、負債（借金）などの将来的な負担
についても考慮しています。
一般会計等（※3）だけでなく、公営企業会計、土地開発公社、第三セ
クターなども含めた市町村全体の財政状況を対象としています。
数値の計算方法の適正化や情報の開示を徹底するため、監査委員の審
査を受けた後、議会へ報告し、住民の方々に公表することになってい
ます。

①

②

③

④

　　　　　　一般会計等を対象とした実質
赤字額の標準財政規模（※4）に対する比率
　　　　　　　　全会計を対象とした実質
赤字額の標準財政規模に対する比率
　　　　　　　一般会計等が負担する元利
償還金額（※5）および準元利償還金額（※
6）の標準財政規模に対する比率
　　　　　　一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債額（公営企業会計および一部
事務組合等（※7））の標準財政規模に対す
る比率（負債額が年収の何年分に相当する
かを示した割合）
　　　　　　公営企業会計ごとの資金不足
額の事業規模に対する比率

実質赤字比率…

連結実質赤字比率…

実質公債費比率…

将来負担比率…

資金不足比率…

福祉、教育、まちづくりなどをおこなう一般会計などの赤字の程
度を指標化し財政運営の深刻度を示すもの

すべての会計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度
を指標化し、町全体としての運営の深刻度を示すもの

借入金の返済額やこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰り
の危険度を示すもの

一般会計の借入金残高だけでなく、将来支払っていく可能性のあ
る負担などの現時点での残高の度合を指標化し、将来財政を圧迫
する可能性が高いかどうかを示すもの

公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入の規模
と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもの

実質赤字比率……

連結実質赤字比率

実質公債費比率…

将来負担比率……

資金不足比率……

町債  0.0％

諸収入等　10.2％

繰入金　0.7％

県支出金　4.2％

使用料および手数料  0.8％

分担金および負担金  1.4％

地方交付税  0.5％

国庫支出金 7.4％

各種交付金等  6.4％

地方譲与税  1.2％

町税
67.2％

土木費
10.9％

衛生費
9.0％

労働費　0.1％

農業費　1.4％

商工費　4.2％

消防費　7.7％

公債費  3.3％ 議会費  1.9％

民生費
31.1％

総務費
19.3％

教育費
11.1％

※

※
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歳出決算額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

合　計

1億3,908万円

12億9,703万円

24億8,705万円

6億7,498万円

417万円

1億1,763万円

1億1,556万円

8億6,976万円

4億2,557万円

19億1,810万円

2億3,756万円

82億8,649万円

1億3,844万円

14億1,741万円

22億8,619万円

6億5,889万円

423万円

1億618万円

3億618万円

8億170万円

5億6,896万円

8億1,931万円

2億4,235万円

73億4,984万円

64万円

▲ 1億2,038万円

2億86万円

1,609万円

▲ 6万円

1,145万円

▲ 1億9,061万円

6,806万円

▲ 1億4,339万円

10億9,879万円

▲ 479万円

9億3,665万円

0.5％

▲ 8.5％

8.8％

2.4％

▲ 1.4％

10.8％

▲ 62.3％

8.5％

▲ 25.2％

134.1％

▲ 2.0％

12.7％

科　目 26年度 25年度 増減額 増減率

町税

各種交付金等

地方交付税

国庫支出金

繰入金

諸収入等

法人町民税の増加

株式等譲渡所得割交付金の増加

特別交付税の減少

地域の元気臨時交付金による増加

学校施設整備事業基金繰入金の減少

繰越金の増加

1億4,798万円

2,987万円

▲ 2,332万円

4,783万円

▲ 2億9,000万円

1億5,953万円

主な要因（増減率が大きい科目）

総務費

商工費

消防費

教育費

さつきケ丘防災センター建設工事実施による増加

総合住民情報システム再構築委託による増加

新設した電算機器整備基金への積立による増加

町内企業再投資促進補助金による増加

防災行政用無線戸別受信機購入による増加

南小学校（プールおよび外溝）工事完了による減少

8,994万円

5,198万円

4,000万円

2億1,193万円

9,451万円

▲ 3億1,744万円

主な要因（増減率が大きい科目）

歳入構成比歳入構成比
歳出構成比歳出構成比

町税

地方譲与税

各種交付金等

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入等

町債

合計

55億4,599万円

8,623万円

4億9,930万円

3,369万円

1億706万円

5,784万円

7億5,834万円

4億1,568万円

3億4,763万円

5億6,280万円

1億3,000万円

85億4,457万円

50億8,865万円

9,060万円

4億8,071万円

3,816万円

1億341万円

5,991万円

5億6,394万円

3億2,147万円

5,409万円

7億6,986万円

0万円

75億7,080万円

4億5,734万円

▲ 437万円

1,859万円

▲ 447万円

365万円

▲ 207万円

1億9,441万円

9,421万円

2億9,354円

▲ 2億705万円

1億3,000万円

9億7,377万円

9.0％

▲ 4.8％

3.9％

▲ 11.7％

3.5％

▲ 3.5％

34.5％

29.3％

542.7％

▲ 26.9％

皆増

12.9％

科　目 26年度 25年度 増減額 増減率

歳入決算額

※各項目の単位未満を四捨五入をしているため、計算があわない箇所があります。

平成25年度 決算状況 平成26年度 決算状況平成26年度 決算状況

平成26年度決算の健全化判断比率と資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性に関する比率の「健全化判断比率」及び「資金
不足比率」を公表します。
　大口町の平成26年度決算の健全化判断比率と資金不足比率は、下記のとおりすべて基準を下回り、財政健全化法
においては、健全な状況であるといえます。
　今後もこの状況を維持するため引き続き堅実な財政運営に努めていきます。

健全化判断比率等の公表

◎各指標（健全化判断比率と資金不足比率）
公共下水道事業特別会計

大口町の指標 経営健全化基準

健全化判断比率

資金不足比率

用語説明

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

14.52％

19.52％

25％

350％

20％

30％

35％0.5％

大口町の指標 早期健全化基準 財政再生基準

農業集落家庭排水事業特別会計

20％

20％

実質赤字比率と連結実質赤字比率については、一般会計等、公営企業会計ともに赤字ではなかったために「－」
となっています。
将来負担比率は、将来負担しなければならない実質的な負債額が、収入が見込める額と貯蓄額よりも少ないため、
「－」となっています。

各会計とも資金不足額がないために「－」となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性
に関する比率の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を公表します。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）
　財政健全化法は、従来の市町村財政の健全性を確保するためにあった
「財政再建法（地方財政再建促進特別措置法）」の問題点を解決するため、
平成19年6月に公布された法律です。この法律によって「健全化判断比率」
と「資金不足比率」の各指標を前年度決算から算定することになりまし
た。この法律は、「自治体財政の早期健全化および財政の再生並びに公
営企業の経営の健全化」を目的としており、以下の特徴を持っています。

　以上のように、毎年、前年度の決算をもとに算定した市町村全体の将
来的な負担を含めた財政状況を把握し数値を公表することで、財政破綻
する前に自主的な改善努力を行い財政の健全化を図れるように制度化さ
れました。また、各指標がひとつでも上記①の基準以上となった場合は、
財政健全化計画または財政再生計画（資金不足比率を上回った場合は、
経営健全化計画）を定めることが義務付けられています。

この法律により算定することとなった健全化判断比率には、悪化した
財政状況を早期に健全化するため、イエローカードである「早期健全
化基準」とレッドカードである「財政再生基準」という目安を設けて
います。また、公営企業会計（※1）については、資金不足比率に対し
て「経営健全化基準」を設けています。
実質赤字（※2）の表示だけでなく、負債（借金）などの将来的な負担
についても考慮しています。
一般会計等（※3）だけでなく、公営企業会計、土地開発公社、第三セ
クターなども含めた市町村全体の財政状況を対象としています。
数値の計算方法の適正化や情報の開示を徹底するため、監査委員の審
査を受けた後、議会へ報告し、住民の方々に公表することになってい
ます。

①

②

③

④

　　　　　　一般会計等を対象とした実質
赤字額の標準財政規模（※4）に対する比率
　　　　　　　　全会計を対象とした実質
赤字額の標準財政規模に対する比率
　　　　　　　一般会計等が負担する元利
償還金額（※5）および準元利償還金額（※
6）の標準財政規模に対する比率
　　　　　　一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債額（公営企業会計および一部
事務組合等（※7））の標準財政規模に対す
る比率（負債額が年収の何年分に相当する
かを示した割合）
　　　　　　公営企業会計ごとの資金不足
額の事業規模に対する比率

実質赤字比率…

連結実質赤字比率…

実質公債費比率…

将来負担比率…

資金不足比率…

福祉、教育、まちづくりなどをおこなう一般会計などの赤字の程
度を指標化し財政運営の深刻度を示すもの

すべての会計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度
を指標化し、町全体としての運営の深刻度を示すもの

借入金の返済額やこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰り
の危険度を示すもの

一般会計の借入金残高だけでなく、将来支払っていく可能性のあ
る負担などの現時点での残高の度合を指標化し、将来財政を圧迫
する可能性が高いかどうかを示すもの

公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入の規模
と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもの

実質赤字比率……

連結実質赤字比率

実質公債費比率…

将来負担比率……

資金不足比率……

町債  0.0％

諸収入等　10.2％

繰入金　0.7％

県支出金　4.2％

使用料および手数料  0.8％

分担金および負担金  1.4％

地方交付税  0.5％

国庫支出金 7.4％

各種交付金等  6.4％

地方譲与税  1.2％

町税
67.2％

土木費
10.9％

衛生費
9.0％

労働費　0.1％

農業費　1.4％

商工費　4.2％

消防費　7.7％

公債費  3.3％ 議会費  1.9％

民生費
31.1％

総務費
19.3％

教育費
11.1％

※

※

問合せ先　
　政策推進課　
　蘂 95-1617
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職員数
平成26年4月1日現在

平成26年4月2日から
平成27年3月31日までの増減 平成27年4月1日

職員採用人数
（常勤再任用職員を含む）

職員数
平成27年4月1日現在

採用
退職

定年 勧奨 普通

174人 0人 6人 0人 4人 7人 171人

職員数の状況（平成26年4月1日から平成27年4月1日まで）

人件費の状況（平成26年度決算）普通会計

年度 住民基本台帳人口
（平成26年度末）

歳出総額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

平成25年度
人件費

平成26年度 23,260人 82億9,740万円 14億2,510万円 17.2％ 13億8,912万円

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計、国際交流事業特別会計、社本育英事業特別会計をいいます。

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
一般行政職（平成27年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大口町 43.7歳 324,000円 346,000円

国 43.5歳 334,283円 408,996円

職員の経験年数別平均給料月額（平成27年4月1日現在）

区分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒
一般
行政職

大口町 261,700円 304,600円 353,200円

国 289,476円 336,582円 379,817円

職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）
区分 大口町 国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 146,500円 142,100円

技能労務職（平均） 131,100円 ―

※

一般職の級別職員数の状況（平成27年4月1日現在）

区分 役職名 職員数 平均年齢 構成比

1級 主事補 18人 24.6歳 10.7％

2級 主事 20人 31.5歳 11.9％

3級 主任 39人 39.6歳 23.2％

4級 主査 39人 46.7歳

5級 課長補佐 27人 50.4歳 16.1％

6級 課長・主幹・専門員 18人 55.2歳 10.7％

7級 部長・参事 7人 57.0歳 4.2％

合計 168人 42.8歳 100％

※一般職とは、技能労務職（3人）以外の職員をいいます。
※6級以上の職員は管理職の地位にあり、それぞれ管理職手当が支給
　されます（専門員は除きます）。

職員研修の状況（平成26年度）
　公務の効率化、効果的運用を目指し、職員の資質向上、能力の開発
を図るため、各種研修に参加ならびに研修を実施しました。

研修名 代表的な研修内容 のべ受講
者数

愛知県研修セン
ター実施研修

部長研修、課長研修、地方自治法研修、
地方税研修、法制執務研修 28人

近隣市町合同
開催研修 28人

派遣研修等 自治大学校、市町村アカデミー
国際文化アカデミー 3人

合計 59人

区分 支給月額等

給料
月額

町長
副町長

885,000円
708,000円

報酬
月額

議長
副議長
議員

414,000円
334,000円
303,000円

期末
手当

町長
副町長

平成26年度 年間支給割合
給料月額×3.1月分×1.45（役職加算）

議長
副議長
議員

平成26年度 年間支給割合
報酬月額×3.1月分×1.45（役職加算）

退職
手当

町長
副町長

（算定方式） （支給時期）
885,000円×在職月数×0.392　　任期毎
708,000円×在職月数×0.235　　任期毎

特別職の報酬等の状況（平成27年4月1日現在）

町職員の給与、定員管理等の状況

23.2％

一般職員階層別研修、法制執務研修、
接遇研修

※一般行政職とは、国の算定基準に合わせるため技能労務職や保育
士など専門的な職種を除いた職員（120人）をいいます。

技能労務職とは、主に調理員や用務員として採用された職員をい
います。技能労務職の初任給は、取得している技術や経験等によ
り決定されます。

職員手当支給の状況
●期末手当・勤勉手当

支給実績（平成26年度決算） 2億3,642万円

支給職員1人当たり平均支給年額 140万円／年
平成26年度
年間支給割合

期末手当 2.60月分
勤勉手当 1.50月分

役職による加算措置の状況 主査以上の役職に
応じて5～20％の加算措置あり

●扶養手当

支給実績（平成26年度決算） 1,669万円
支給職員1人当たり平均支給月額 18,100円／月

●住居手当

支給実績（平成26年度決算） 431万円
支給職員1人当たり平均支給月額 25,700円／月

●通勤手当

支給実績（平成26年度決算） 529万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,700円／月

支給実績（平成26年度決算） 136万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,400円／月

支給実績（平成26年度決算） 1,674万円
支給職員1人当たり平均支給月額 58,100円／月

支給実績（平成26年度決算） 4,348万円
支給職員1人当たり平均支給月額 33,600円／月

●特殊勤務手当（保育手当）

●管理職手当

●時間外勤務手当

支給実績（平成26年度決算） 60万円
支給職員1人当たり平均支給月額 16,800円／月

●地域手当
●退職手当
職員が退職することにより支給される手当です。

退
職
手
当

退職
区分

勤続
年数 平均給料月額 支給率 平均

支給額

自己
都合

25年 388,800円 29.145月分 1,133万円
35年 399,200円 41.325月分 1,650万円

勧奨・
定年

25年 388,800円 34.5825月分 1,345万円

35年 399,200円 49.59月分
（上限） 1,980万円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

勤務時間の状況（平成27年4月1日現在）
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
7時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00

休暇の種類（平成27年4月1日現在）
区分 付与日数

病気休暇 やむを得ないと
認められる期間

選挙権行使 必要と認めら
れる期間

骨髄移植 必要と認めら
れる期間

結婚 5日

育児時間 30分／日2回

子の看護 5日
忌引 1～7日

夏季休暇 5日

区分 付与日数

年次有給休暇 20日

介護休暇 6か月のうち必要
と認められる期間

証人等出頭 必要と認めら
れる期間

ボランティア 5日

出産 産前8週間
産後8週間

生理 2日
妻の出産補助 2日
父母の祭日 1日
住居滅失 7日

育児休業取得者数（平成26年度中に育児休業を取得した職員数）
区分 男性 女性 計

育児休業取得者数 0人 7人 7人

　

職員に支給される給与の種類やその額は、法律の定めに基づく町の条例や規則により具体的に定められていま
す。大口町職員の給与や定員管理の状況など、人事行政の全般について町民の皆さんに、より一層理解を深め
ていただき、人事行政の透明性を高めていくため、そのあらましをお知らせします。

期末手当とは、民間における賞与に相当する手当です。勤勉手当
とは、職員の勤務成績に応じて支給される手当です。

通勤距離（片道2km以上）や通勤に利用する交通機関に応じて支
給される手当です。

職員の職務の特殊性に応じて支給される手当で、大口町では保育
園で勤務する保育士に対して支給されます。

管理職の地位にある職員に対し、その職務の責任や特殊性に基づ
き支給される手当です。

正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた場合、その勤
務時間に応じて支給される手当です。

地域手当とは、民間における地域間格差の事情等に応じて支給さ
れる手当です。

職員給与・定員管理の状況の詳細については、町ホ
ームページに掲載しています。
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2544.htm
県内市町村の状況については、愛知県ホームページ
をご覧ください。
http://www.pref.aichi.jp/shichoson/koumuin/kyuuy-
okouhyou.html
問合せ先　役場　政策推進課　蘂95-1617　　

扶養親族のある職員に対して、生計費の負担軽減を図るために支
給される手当です。

職員が居住するために住宅を借り受けている場合、その家賃等に
応じて支給される手当です。

窓口延長、延長保育に対応するため、一部変則勤務体制を実施し
ています。

※

愛北広域事務組合、江南丹羽環境管理組合にお
ける「人事行政の運営等の状況」については、
地方公務員法第58条の2の規定に基づき、それ
ぞれの組合のホームページで公表しています。
（町のホームページからもリンクしています）
◆愛北広域事務組合　蘂37-0840
　http://www.aihoku-kouiki.jp/
◆江南丹羽環境管理組合　蘂95-3200
　http://www.konanniwa-seisou.jp/　
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職員数
平成26年4月1日現在

平成26年4月2日から
平成27年3月31日までの増減 平成27年4月1日

職員採用人数
（常勤再任用職員を含む）

職員数
平成27年4月1日現在

採用
退職

定年 勧奨 普通

174人 0人 6人 0人 4人 7人 171人

職員数の状況（平成26年4月1日から平成27年4月1日まで）

人件費の状況（平成26年度決算）普通会計

年度 住民基本台帳人口
（平成26年度末）

歳出総額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

平成25年度
人件費

平成26年度 23,260人 82億9,740万円 14億2,510万円 17.2％ 13億8,912万円

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計、国際交流事業特別会計、社本育英事業特別会計をいいます。

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
一般行政職（平成27年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大口町 43.7歳 324,000円 346,000円

国 43.5歳 334,283円 408,996円

職員の経験年数別平均給料月額（平成27年4月1日現在）

区分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒
一般
行政職

大口町 261,700円 304,600円 353,200円

国 289,476円 336,582円 379,817円

職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）
区分 大口町 国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 146,500円 142,100円

技能労務職（平均） 131,100円 ―

※

一般職の級別職員数の状況（平成27年4月1日現在）

区分 役職名 職員数 平均年齢 構成比

1級 主事補 18人 24.6歳 10.7％

2級 主事 20人 31.5歳 11.9％

3級 主任 39人 39.6歳 23.2％

4級 主査 39人 46.7歳

5級 課長補佐 27人 50.4歳 16.1％

6級 課長・主幹・専門員 18人 55.2歳 10.7％

7級 部長・参事 7人 57.0歳 4.2％

合計 168人 42.8歳 100％

※一般職とは、技能労務職（3人）以外の職員をいいます。
※6級以上の職員は管理職の地位にあり、それぞれ管理職手当が支給
　されます（専門員は除きます）。

職員研修の状況（平成26年度）
　公務の効率化、効果的運用を目指し、職員の資質向上、能力の開発
を図るため、各種研修に参加ならびに研修を実施しました。

研修名 代表的な研修内容 のべ受講
者数

愛知県研修セン
ター実施研修

部長研修、課長研修、地方自治法研修、
地方税研修、法制執務研修 28人

近隣市町合同
開催研修 28人

派遣研修等 自治大学校、市町村アカデミー
国際文化アカデミー 3人

合計 59人

区分 支給月額等

給料
月額

町長
副町長

885,000円
708,000円

報酬
月額

議長
副議長
議員

414,000円
334,000円
303,000円

期末
手当

町長
副町長

平成26年度 年間支給割合
給料月額×3.1月分×1.45（役職加算）

議長
副議長
議員

平成26年度 年間支給割合
報酬月額×3.1月分×1.45（役職加算）

退職
手当

町長
副町長

（算定方式） （支給時期）
885,000円×在職月数×0.392　　任期毎
708,000円×在職月数×0.235　　任期毎

特別職の報酬等の状況（平成27年4月1日現在）

町職員の給与、定員管理等の状況

23.2％

一般職員階層別研修、法制執務研修、
接遇研修

※一般行政職とは、国の算定基準に合わせるため技能労務職や保育
士など専門的な職種を除いた職員（120人）をいいます。

技能労務職とは、主に調理員や用務員として採用された職員をい
います。技能労務職の初任給は、取得している技術や経験等によ
り決定されます。

職員手当支給の状況
●期末手当・勤勉手当

支給実績（平成26年度決算） 2億3,642万円

支給職員1人当たり平均支給年額 140万円／年
平成26年度
年間支給割合

期末手当 2.60月分
勤勉手当 1.50月分

役職による加算措置の状況 主査以上の役職に
応じて5～20％の加算措置あり

●扶養手当

支給実績（平成26年度決算） 1,669万円
支給職員1人当たり平均支給月額 18,100円／月

●住居手当

支給実績（平成26年度決算） 431万円
支給職員1人当たり平均支給月額 25,700円／月

●通勤手当

支給実績（平成26年度決算） 529万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,700円／月

支給実績（平成26年度決算） 136万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,400円／月

支給実績（平成26年度決算） 1,674万円
支給職員1人当たり平均支給月額 58,100円／月

支給実績（平成26年度決算） 4,348万円
支給職員1人当たり平均支給月額 33,600円／月

●特殊勤務手当（保育手当）

●管理職手当

●時間外勤務手当

支給実績（平成26年度決算） 60万円
支給職員1人当たり平均支給月額 16,800円／月

●地域手当
●退職手当
職員が退職することにより支給される手当です。

退
職
手
当

退職
区分

勤続
年数 平均給料月額 支給率 平均

支給額

自己
都合

25年 388,800円 29.145月分 1,133万円
35年 399,200円 41.325月分 1,650万円

勧奨・
定年

25年 388,800円 34.5825月分 1,345万円

35年 399,200円 49.59月分
（上限） 1,980万円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

勤務時間の状況（平成27年4月1日現在）
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
7時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00

休暇の種類（平成27年4月1日現在）
区分 付与日数

病気休暇 やむを得ないと
認められる期間

選挙権行使 必要と認めら
れる期間

骨髄移植 必要と認めら
れる期間

結婚 5日

育児時間 30分／日2回

子の看護 5日
忌引 1～7日

夏季休暇 5日

区分 付与日数

年次有給休暇 20日

介護休暇 6か月のうち必要
と認められる期間

証人等出頭 必要と認めら
れる期間

ボランティア 5日

出産 産前8週間
産後8週間

生理 2日
妻の出産補助 2日
父母の祭日 1日
住居滅失 7日

育児休業取得者数（平成26年度中に育児休業を取得した職員数）
区分 男性 女性 計

育児休業取得者数 0人 7人 7人

　

職員に支給される給与の種類やその額は、法律の定めに基づく町の条例や規則により具体的に定められていま
す。大口町職員の給与や定員管理の状況など、人事行政の全般について町民の皆さんに、より一層理解を深め
ていただき、人事行政の透明性を高めていくため、そのあらましをお知らせします。

期末手当とは、民間における賞与に相当する手当です。勤勉手当
とは、職員の勤務成績に応じて支給される手当です。

通勤距離（片道2km以上）や通勤に利用する交通機関に応じて支
給される手当です。

職員の職務の特殊性に応じて支給される手当で、大口町では保育
園で勤務する保育士に対して支給されます。

管理職の地位にある職員に対し、その職務の責任や特殊性に基づ
き支給される手当です。

正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた場合、その勤
務時間に応じて支給される手当です。

地域手当とは、民間における地域間格差の事情等に応じて支給さ
れる手当です。

職員給与・定員管理の状況の詳細については、町ホ
ームページに掲載しています。
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2544.htm
県内市町村の状況については、愛知県ホームページ
をご覧ください。
http://www.pref.aichi.jp/shichoson/koumuin/kyuuy-
okouhyou.html
問合せ先　役場　政策推進課　蘂95-1617　　

扶養親族のある職員に対して、生計費の負担軽減を図るために支
給される手当です。

職員が居住するために住宅を借り受けている場合、その家賃等に
応じて支給される手当です。

窓口延長、延長保育に対応するため、一部変則勤務体制を実施し
ています。

※

愛北広域事務組合、江南丹羽環境管理組合にお
ける「人事行政の運営等の状況」については、
地方公務員法第58条の2の規定に基づき、それ
ぞれの組合のホームページで公表しています。
（町のホームページからもリンクしています）
◆愛北広域事務組合　蘂37-0840
　http://www.aihoku-kouiki.jp/
◆江南丹羽環境管理組合　蘂95-3200
　http://www.konanniwa-seisou.jp/　
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裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

12
月
３
日
貅

か
ら
９
日
貉

は

障
害
者
週
間
で
す

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と
意

識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。障

が
い
者
手
帳
の
交
付

手
当
の
支
給

外
出
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

障
が
い
の
程
度
や
等
級
に
応
じ
て
町
や

県
、
国
か
ら
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
１
冊
24
枚
綴
り
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
年
間
２
冊
ま
で
交
付
し
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

障
が
い
者
（
児
）
が
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
各
種
負

担
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
に
よ
っ
て
負
担
の
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

　

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
福

祉
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
る
よ
う
に
、
福
祉
制
度
の
利
用
等

に
関
す
る
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
ご
本
人
や
ご
家
族 

同
士

の
交
流
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報

交
換
等
を
お
こ
な
う
３
つ
の
団
体
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
94
ー

２
２
２
７

医
療
法
人
桜
桂
会　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
希
楽
里

蘂
０
５
６
８
ー

63
ー

０
２
２
１

入
会
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
大
口
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
蘂
94
ー

０
０
６
０

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

福
祉
こ
ど

も
課　

蘂
94
ー

１
２
２
２

た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
・
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。

視
覚
、
聴
覚
・
平
衡
、
音
声
・
言
語
、

そ
し
ゃ
く
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障
が

い
の
方
で
、
永
続
す
る
障
が
い
の
方

知
的
障
が
い
者
（
Ａ
判
定
か
ら
Ｃ
判
定
）

精
神
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
制
約
の
あ
る
方（
１
級
か
ら
３
級
）

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳

◇療
育
手
帳

◇精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

方
、
４
級
の
膀
胱
ま
た
は
直
腸
機
能
障

が
い
の
方

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
の
方

特
定
医
療
費
受
給
者
証
（
指
定
難
病
）

を
お
持
ち
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お

よ
び
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

月
額
５
０
０
０
円

そ
の
他
の
障
が
い
の
方

月
額
４
０
０
０
円

７
・
11
・
３
月
の
25
日
頃
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

▼
大
口
町
福
祉
手
当
（
町
）

対
象
者

○○○○支
給
金
額

◇◇

※

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
Ｂ

判
定
を
併
せ
て
お
持
ち
の
方

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

の
対
象
者
お
よ
び
65
歳
以
上
で
手
帳
を

取
得
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

　
　
　
　

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
２

段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

１
種　

月
額
１
万
５
５
０
０
円

２
種　

月
額
６
７
５
０
円

　
　
　

在
宅
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

特
別
障
害
者
手
当　

月
額
２
万
６
６
２
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

月
額
１
万
４
４
８
０
円

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
県
加
算
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い
児
、
難

病
等
の
方
々

▽
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

▽
重
度
訪
問
介
護

▽
行
動
援
護

▼
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
（
県
）

対
象
者

○○○

※

支
給
金
額

▽▽▼
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
（
国
）

対
象
者

支
給
金
額

◇◇

※

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

○
下
肢
、
体
幹
、
脳
原
性
運
動

機
能
障
が
い
の
中
の
移
動
機
能
障
が

い
、
視
覚
、
聴
覚
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

肝
臓
機
能
障
が
い
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方　

○
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
方　

○
特
定
医
療
費
受
給

者
証
（
指
定
難
病
）
を
お
持
ち
の
方

　
手
帳
に
割
引
有
効
期
限
を
記
載
し
ま
す
。

　
　
　

▽
本
人
運
転
の
場
合　

全
て
の

身
体
障
が
い
者　

▽
本
人
以
外
が
運
転
の

場
合　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
第
１

種
）、
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育
Ａ
）

自
動
車
の
名
義
人
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

通
常
料
金
の
半
額

対
象
者

▼
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度

対
象
者

※

割
引
料
金
額

対
象
者

介
護
給
付

訓
練
等
給
付

自
立
支
援
医
療

補
装
具

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
児
通
所
支
援

●
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

●
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会

●
尾
北
精
神
障
害
家
族
会
し
ら
ゆ
り
会

　

大
口
支
部

※

問
合
せ
先

※

12月3日から9日は障害者週間です12月3日から9日は障害者週間です

▽
同
行
援
護

▽
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

▽
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

▽
療
養
介
護

▽
生
活
介
護

▽
施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
支
援
施
設

　

で
の
夜
間
ケ
ア
等
）

▽
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

▽
就
労
移
行
支
援

▽
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、Ｂ
型
）

▽
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
更
生
医
療

▽
精
神
通
院
医
療

▽
育
成
医
療

▽
相
談
支
援
事
業

▽
意
思
疎
通
支
援
事
業

▽
日
常
生
活
用
具
の
給
付

▽
移
動
支
援
事
業

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業　

▽
そ
の
他
事
業
（
日
中
一
時
支
援
、
自

　

動
車
改
造
費
助
成
等
）
等

▽
児
童
発
達
支
援

▽
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

障
害
者
総
合
支
援
法

お
よ
び
障
害
児
通
所
支
援

聴覚障害者
シンボルマーク

身体障害者標識
（障害者マーク）

障害者のための
国際シンボルマーク

聴覚障害者標識
（マーク）

ハートプラス
マーク

ほじょ犬マーク

オストメイト
マーク

肢体不自由であることを理由に、免許に
条件を付されている方が運転する車に表
示する身体障害者標識です。マークをつ
けた車に割り込み等をおこなった運転者
は、道路交通法の規定で罰せられること
になります。

オストメイト（人工肛門・人工膀胱を使
用している方）のための施設があること
を表し、オストメイト対応トイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されています。   

身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴
導犬）同伴啓発のためのマークです。補
助犬は体の不自由な方の体の一部となっ
て働いています。このマークや補助犬を
連れている方を見かけた場合は、ご協力
をお願いします。

「身体内部に障がいのある人」を表して
います。身体内部に障がいのある方は外
見から分かりにくいため、さまざまな誤
解を受けることがあります。このマーク
を見かけた場合は、ご配慮をお願いします。

聴覚障がい者が運転する車に表示する標
識（マーク）で、マークをつけた車に幅
寄せや割り込みをおこなった運転者は、
道路交通法の規定で罰せられることにな
ります。このマークの表示は義務付けら
れています。

聴覚障がい者のコミュニケーションの円
滑化を図るため制定されたもので、公的
機関を利用するときは、ラベルを申請書、
預金通帳、診察券などに貼り、胸にはネー
ムプレートをつけます。

国際リハビリテーション協会によって障
がい者が容易に利用できる 建物、施設
であることを明確に示すシンボルマーク
として採択決定されたものです。
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譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

　

薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

12
月
３
日
貅

か
ら
９
日
貉

は

障
害
者
週
間
で
す

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と
意

識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。障

が
い
者
手
帳
の
交
付

手
当
の
支
給

外
出
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

障
が
い
の
程
度
や
等
級
に
応
じ
て
町
や

県
、
国
か
ら
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
１
冊
24
枚
綴
り
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
年
間
２
冊
ま
で
交
付
し
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

障
が
い
者
（
児
）
が
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
各
種
負

担
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
に
よ
っ
て
負
担
の
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

　

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
福

祉
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
る
よ
う
に
、
福
祉
制
度
の
利
用
等

に
関
す
る
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
ご
本
人
や
ご
家
族 

同
士

の
交
流
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報

交
換
等
を
お
こ
な
う
３
つ
の
団
体
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
94
ー

２
２
２
７

医
療
法
人
桜
桂
会　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
希
楽
里

蘂
０
５
６
８
ー

63
ー

０
２
２
１

入
会
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
大
口
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
蘂
94
ー

０
０
６
０

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

福
祉
こ
ど

も
課　

蘂
94
ー

１
２
２
２

た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
・
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。

視
覚
、
聴
覚
・
平
衡
、
音
声
・
言
語
、

そ
し
ゃ
く
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障
が

い
の
方
で
、
永
続
す
る
障
が
い
の
方

知
的
障
が
い
者
（
Ａ
判
定
か
ら
Ｃ
判
定
）

精
神
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
制
約
の
あ
る
方（
１
級
か
ら
３
級
）

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳

◇療
育
手
帳

◇精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

方
、
４
級
の
膀
胱
ま
た
は
直
腸
機
能
障

が
い
の
方

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
の
方

特
定
医
療
費
受
給
者
証
（
指
定
難
病
）

を
お
持
ち
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お

よ
び
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

月
額
５
０
０
０
円

そ
の
他
の
障
が
い
の
方

月
額
４
０
０
０
円

７
・
11
・
３
月
の
25
日
頃
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

▼
大
口
町
福
祉
手
当
（
町
）

対
象
者

○○○○支
給
金
額

◇◇

※

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
Ｂ

判
定
を
併
せ
て
お
持
ち
の
方

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

の
対
象
者
お
よ
び
65
歳
以
上
で
手
帳
を

取
得
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

　
　
　
　

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
２

段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

１
種　

月
額
１
万
５
５
０
０
円

２
種　

月
額
６
７
５
０
円

　
　
　

在
宅
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

特
別
障
害
者
手
当　

月
額
２
万
６
６
２
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

月
額
１
万
４
４
８
０
円

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
県
加
算
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い
児
、
難

病
等
の
方
々

▽
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

▽
重
度
訪
問
介
護

▽
行
動
援
護

▼
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
（
県
）

対
象
者

○○○

※

支
給
金
額

▽▽▼
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
（
国
）

対
象
者

支
給
金
額

◇◇

※

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

○
下
肢
、
体
幹
、
脳
原
性
運
動

機
能
障
が
い
の
中
の
移
動
機
能
障
が

い
、
視
覚
、
聴
覚
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

肝
臓
機
能
障
が
い
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方　

○
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
方　

○
特
定
医
療
費
受
給

者
証
（
指
定
難
病
）
を
お
持
ち
の
方

　
手
帳
に
割
引
有
効
期
限
を
記
載
し
ま
す
。

　
　
　

▽
本
人
運
転
の
場
合　

全
て
の

身
体
障
が
い
者　

▽
本
人
以
外
が
運
転
の

場
合　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
第
１

種
）、
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育
Ａ
）

自
動
車
の
名
義
人
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

通
常
料
金
の
半
額

対
象
者

▼
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度

対
象
者

※
割
引
料
金
額

対
象
者

介
護
給
付

訓
練
等
給
付

自
立
支
援
医
療

補
装
具

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
児
通
所
支
援

●
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

●
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会

●
尾
北
精
神
障
害
家
族
会
し
ら
ゆ
り
会

　

大
口
支
部

※

問
合
せ
先

※

12月3日から9日は障害者週間です12月3日から9日は障害者週間です

▽
同
行
援
護

▽
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

▽
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

▽
療
養
介
護

▽
生
活
介
護

▽
施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
支
援
施
設

　

で
の
夜
間
ケ
ア
等
）

▽
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

▽
就
労
移
行
支
援

▽
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、Ｂ
型
）

▽
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
更
生
医
療

▽
精
神
通
院
医
療

▽
育
成
医
療

▽
相
談
支
援
事
業

▽
意
思
疎
通
支
援
事
業

▽
日
常
生
活
用
具
の
給
付

▽
移
動
支
援
事
業

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業　

▽
そ
の
他
事
業
（
日
中
一
時
支
援
、
自

　

動
車
改
造
費
助
成
等
）
等

▽
児
童
発
達
支
援

▽
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

障
害
者
総
合
支
援
法

お
よ
び
障
害
児
通
所
支
援

聴覚障害者
シンボルマーク

身体障害者標識
（障害者マーク）

障害者のための
国際シンボルマーク

聴覚障害者標識
（マーク）

ハートプラス
マーク

ほじょ犬マーク

オストメイト
マーク

肢体不自由であることを理由に、免許に
条件を付されている方が運転する車に表
示する身体障害者標識です。マークをつ
けた車に割り込み等をおこなった運転者
は、道路交通法の規定で罰せられること
になります。

オストメイト（人工肛門・人工膀胱を使
用している方）のための施設があること
を表し、オストメイト対応トイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されています。   

身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴
導犬）同伴啓発のためのマークです。補
助犬は体の不自由な方の体の一部となっ
て働いています。このマークや補助犬を
連れている方を見かけた場合は、ご協力
をお願いします。

「身体内部に障がいのある人」を表して
います。身体内部に障がいのある方は外
見から分かりにくいため、さまざまな誤
解を受けることがあります。このマーク
を見かけた場合は、ご配慮をお願いします。

聴覚障がい者が運転する車に表示する標
識（マーク）で、マークをつけた車に幅
寄せや割り込みをおこなった運転者は、
道路交通法の規定で罰せられることにな
ります。このマークの表示は義務付けら
れています。

聴覚障がい者のコミュニケーションの円
滑化を図るため制定されたもので、公的
機関を利用するときは、ラベルを申請書、
預金通帳、診察券などに貼り、胸にはネー
ムプレートをつけます。

国際リハビリテーション協会によって障
がい者が容易に利用できる 建物、施設
であることを明確に示すシンボルマーク
として採択決定されたものです。
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役場および各施設

衛生関係

は、休業日

26日（土）は午前のみ

23日（水）・27日（日）は休日保育実施

耐震補強工事中

耐震補強工事中

耐震補強工事中

23
（水）

24
（木）

25
（金）

26
（土）

27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

1
（金）

2
（土）

3
（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

23
（水）

24
（木）

25
（金）

26
（土）

27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

1
（金）

2
（土）

3
（日）

4
（月）

5
（火）

6
（水）

憩いの四季 

さくら屋 

学校教育課 

中央公民館内施設 

図書館 

生涯学習課 

保健センター（健康生きがい課）

福祉こども課 

町民活動センター

社会福祉協議会 

歴史民俗資料館 

研修センター 

トレーニングセンター 

喫茶ほほえみ 

中
央
公
民
館

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

役場業務全般（下記以外） 

し尿くみ取り、浄化槽清掃 

死亡した犬・猫の引き取り 

尾張北部聖苑 

資源リサイクルセンター

有機資源保管所

 

各スポーツ施設

温水プール

保育園 

児童センター 

町民会館 

コミュニティバス

地域包括支援センター

「可燃ごみは、収集日の朝に！」毎年、年末年始にかけて道路に置かれた可燃ごみを見かけます。皆さんルールを守りましょう。

備考施設名

備考

可燃ごみ収集 

スポーツ施設等利用申請受付

施設名

一部改修工事と水の入れ替え清掃に伴い、温水プールの年末年始の休業が12月15日（火）からとなります。皆さんのご理解とご協力をお願いします。



障
が
い
者
の
「
働
き
た
い
」

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

好
き
な
仕
事
が
し
た
い
、
特
技
を

生
か
し
た
仕
事
が
し
た
い
、
多
く
稼

ぎ
た
い
な
ど
仕
事
に
求
め
る
こ
と
は

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
働
き
た
い
」
も
の
の
障
が
い
の

た
め
働
け
る
環
境
や
時
間
が
限
ら
れ

る
方
の
場
合
、
障
が
い
の
こ
と
を
職

場
で
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
働
き

や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
に
つ
い
て
職
場
で
理
解
し

て
も
ら
え
る
か
不
安
な
人
は
多
く
、

一
方
で
企
業
側
と
し
て
も
、
ど
の
よ

う
な
配
慮
が
必
要
な
の
か
を
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
う
し
た
、
障
が
い
者
の
「
働

き
た
い
」
と
、
企
業
の
「
何
を
配
慮

す
る
べ
き
か
」
を
つ
な
げ
る
た
め
の

相
談
・
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
、「
障
害
者
の
雇

用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
民
間
企
業
に
基
準
以
上
の
障

が
い
者
の
雇
用
を
義
務
付
け
る
法
定

雇
用
率
が
２
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

に
基
づ
き
、
一
般
の
企
業
へ
の
就
職

を
目
標
に
通
っ
て
訓
練
を
行
う
「
就

労
移
行
支
援
」
や
、
福
祉
施
設
で
あ

り
な
が
ら
雇
用
契
約
を
結
ん
で
働
く

「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
」
等
、
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
春
日
井
市
に
あ
る
就
労

に
特
化
し
た
相
談
機
関
「
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
も
連

携
し
な
が
ら
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

障
が
い
者
の
働
く
環
境
は
こ
こ
数

年
で
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

ご
本
人
に
と
っ
て
も
、
企
業
に

と
っ
て
も
よ
り
良
い
職
場
環
境
と
な

る
よ
う
、
大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
一
緒
に
考
え
、
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
働

き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉

会
）
大
口
中
学
校
東
側

☎
94
ー

２
２
２
７

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟
譬
譯
譴

譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒

衙
衞
蘂
薑
薊
薨
蕭
豕
豢
豬
豸
豺
貂

貉
貅
貊
貍

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟
譬
譯
譴

譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒

衙
衞
蘂
薑
薊
薨
蕭
豕
豢
豬
豸
豺
貂

貉
貅
貊
貍

大口町地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り
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ごみの減量に
努めましょう
ごみの減量に
努めましょう 問合せ先　環境経済課　蘂95-1613問合せ先　環境経済課　蘂95-1613

新しい年を迎えるにあたって、年末年始は
どの家庭でも大掃除などでごみの量が大変
多くなります。以下の点を守っていただき、
ごみの減量に努めましょう。

■ 

買
い
物
を
す
る
と
き

■ 

物
を
使
う
と
き
、
料
理
す
る
と
き

■ 

物
を
捨
て
る
と
き

　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

　

ご
み
を
捨
て
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
、
本
当
に
必
要

な
も
の
か
よ
く
考
え
て
上
手
な
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
使
っ
て
な
い
も
の
が
ま
だ
お
家
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？
）

量
り
売
り
や
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
の
詰
替
え
商

品
を
利
用
し
、
無
駄
な
容
器
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
買
い
物
に
出
か
け
る
と
き
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
き
、
レ
ジ
袋

は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

物
は
大
切
に
使
い
、
家
具
や
電
気
製
品
な
ど
が
壊
れ

た
ら
、
で
き
る
だ
け
修
理
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

料
理
は
、
作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
、
食
べ
残
し
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
台
所
か
ら
で
る
生
ゴ
ミ
は
し
っ
か
り
水
を
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
み
を
出
す
時
は
、
必
ず
分
別
を
し
ま
し
ょ
う
。
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
、
新
聞
、
雑
誌
、
ざ
つ
が
み
な
ど
は
資
源
ご
み
と
し
て
決
め
ら
れ
た
種
類

ご
と
に
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
剪
定
枝
、
草
、
竹
も
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
可
燃

ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
豊
田
地
区
に
あ
り
ま
す
有
機
資
源
保
管
所
（
火
・
金
・

日
曜
日
開
場
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
の
利
用
者
が
通
常
よ
り
も
多
く
、
大
変
混
雑

し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
交
通
渋
滞

の
発
生
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
み
は
ま
と
め
て
早
め

に
出
す
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

年
末
年
始
の
開
場
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
14
ペ
ー
ジ
、

年
末
年
始
の
業
務
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「かかりつけ医」を
　　　　持ちましょう

『大
こ こ

口町で始めるセカンドライフ』

　　　団体とまちコン交流会

　現在、国は、住み慣れた地域でできるだけ長く安心
して過ごすことができるよう、在宅医療を推進してい
ます。在宅医療において中心的な役割を担うのが「か
かりつけ医」です。
　「かかりつけ医」とは、病気になったときに気軽に
相談ができる身近な医師のことです。いつも同じ医師
が診察するので、信頼関係が高まり、意思の疎通がは
かりやすくなります。いざというときに相談ができる
ように「かかりつけ医」を持ちましょう。
かかりつけ医を選ぶポイント
● 自宅または勤務地の近くにある。● 気軽に相談で
きる。● 話をよく聞いてくれる。
● 病状や治療法などについての説明がわかりやす
い。● 入院や検査などが必要となる場合は、適切な
専門医療機関を紹介してくれる。

問 合せ先　一般社団法人尾北医師会　在宅医療サポー
トセンター　蘂 95-7027

　生きがいを見つけ、地域で活動をされている
方のお話を聞いてみませんか。
　新しい出会いやつながりをつくりたい、何か
始めてみたい、活動を広げたいとお考えのみな
さん、お気軽にご参加ください！
日時　12月13日豸　午前 10時から正午
場所　ほほえみプラザ 4階　ほほえみホール
参 加団体　おもちゃ病院おおぐち、Genki 森
もり、やろ舞いプロジェクト、サラダボール
Co.、SHIP おおぐち、Cereja カフェ（日本
語教室）、愛知華人華僑國際交流會、ＮＰＯ
法人子どもと文化の森、ＮＰＯ法人共生ホー
ム結、昭和の遊びパーク実行委員会
主催　NPO法人まちねっと大口／大口町
申 込みおよび問合せ先　NPO法人まちねっと
大口　月曜日から土曜日（祝日除く）　午前
9時から午後 5時　（正午から午後 1時を除
く）　蘂 22-6642

まだまだ空きがあります!! 
                           後期講座
理科おもしろ実験講座
日時　平成 28年 1月 31日豸　午前 9時から 11時 30分　
場所　大口中学校　
対象　小学3年生以上の親子（3・4年生は保護者同伴）　
受講料　100円　
持ち物　筆記用具
※ 広報おおぐち9月号では平成 28年1月 24日豸の予
定でしたが、日にちが変更になりました。

大正琴にふれてみよう
日 時　平成28年 1月9日貍から 3月 19貍午前10時
から 11時　隔週土曜日開催（全６回）

場所　中央公民館　視聴覚室　
対 象　小学3年生以上　
受講料　500円　
持ち物　筆記用具　※大正琴は無料で貸出
※詳しくは、広報おおぐち９月号をご覧ください。
問合せ先　生涯学習課　蘂 95-3155

地域懇談会の開催

1月30日 土 北小学校区

余野　垣田　さつきケ丘1月23日 土 西小学校区

外坪　河北　上小口
中小口　下小口

1月31日 日 南小学校区 秋田　豊田　大屋敷

日にち 対象地域

今年度のテーマ

第7次 大口町総合計画
～みんなで進める
　　　自立と共助のまちづくり～

　まちづくり基本条例に基づき、町長と地域の方が
大口町のまちづくりについて意見交換 (懇談会 )を
おこないます。懇談会では、会場内のどなたでも発
言できます。ぜひあなたの意見をお聞かせください。
時間　午前10時から11時45分
場所　ほほえみプラザ 1階　多目

※対象地域は、おおむね各小学校区ごとになっています。
問合せ先　政策推進課　蘂 95-1616

尾北医師会では
在宅医療サポートセンターを

設置しました

　筆記用具　※大正琴は無料で貸出
※詳しくは、広報おおぐち９月号をご覧ください。
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１
月
２
日
以
降
に 

完
成
（
新
築
・
増

築
）
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る

た
め
、
家
屋
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
を
算

出
す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日

時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。

　

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
を

確
認
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課

　

蘂
95
―

１
１
１
３

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

小牧税務署からのお知らせ 公的年金等を受給されている方へ小牧税務署からのお知らせ 公的年金等を受給されている方へ
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下（※１）で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額（※２）
が20万円以下である場合には、所得税および復興特別所得税の確定申告をする必要はありません。（※3）

この場合であっても、所得税および復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
確定申告書の作成にあたっては、復興特別所得税の記入を忘れずにお願いします。
公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が20万円以下で所得税および復興特別所得税の確
定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。住民税に関して詳しいことはお住
まいの市区町村におたずねください。
複数から受給されている場合は、その合計額です。
「公的年金等に係る雑所得以外の所得」で主なものの所得金額の計算方法は、次のとおりです。

■
■
■

※1
※2

平成27年分以後は、外国政府等から支給を受ける公的年金等など、源泉徴収制度の対象とならない公的年金等の支
給を受ける人は、この制度の適用はできません。

※3

所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法

給与所得
給与・賞与、
パート収入など

個人年金、原稿料など 総収入金額 － 必要経費

生命保険の満期返戻金など

株式や出資の配当など 収入金額 － 株式などの元本取得に要した負債の利子

{ 総収入金額 － 収入を得るために直接要した金額
－特別控除額（最高50万円）} × １／2一時所得

雑所得（公的年金等以外）

配当所得

給与等の収入金額 － 給与所得控除
なお、給与等の収入金額が85万円を超える場合は、所得金額
は20万円を超えます。　

上場株式等に係る配当所
得の申告不要制度を選択
した場合は除きます。

問合せ先　小牧税務署　蘂 0568-72-2111

※
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　月の行事

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

12

プレゼント　かみにかいたら　もらえるよ（西小１年）
クリスマス　サンタ見たくて　たまらない（西小 2年）
クリスマス　おりこうにしてるから　くるよね（西小 3年）

※�各児童センターでは、ぬいとり、川柳、けん玉検定、折り紙、将棋、囲碁、絵本の読み聞かせなどを毎月おこなっ
ています。詳しくは、大口町ホームページや各児童センターにある「センターだより」をご覧ください。

※地域のみなさんも遊びに来てください。そんなふれ合いのできる児童センターを目指しています。

蘂95-3528

蘂95-7141

蘂96-0481

めだか広場（南）・ちびっこ広場（西）・コアラ広場（北）
4日（金）・7日（月）・11日（金）・14日（月）・18日（金）
21日（月）

※午前10時 30分から11時 30分
※ 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。
なかよし（南）（北）（西）　
　1日（火）・15日（火）
※午前 10時 30分から 11時 30分
※平成 27年度満 3歳になるお子さんとその親
※�乳幼児の体重計が設置してあります。ぜひご利用
ください。

18 平成27年12月

★クリスマス製作「紙皿リース作り」12月 15日（火）　
　午後 3時 30分から 4時 30分　定員 20名　参加費　無料
申込み 7日（月）から 12日（土）まで

★チャレンジ「なわとび」　12月 22日（火）
　午後 2時から 3時　参加費　無料（申込み不要）
★�クリスマス会（元気クラブ主催）　12月24日（木）　
　午後1時 30分から３時　参加費　無料　申込み７日（月）から　　
　

★体育遊び「バウンドバレー」　12月 10日（木）
午後4時から 4時 30分　対象　小学生　
参加費　無料（申込み不要）　

★冬休みお楽しみ会 劇団なんじゃもんじゃ「おこんじょうるり」
12月 24日（木）午前10時から11時（午前9時45分集合）
対象 小学生　定員 15名　参加費　無料
申込み 1日（火）から（先着順）

★�冬休みクリスマス演奏会　12月25日（金）
　午後2時から3時　対象　小学生  参加費　無料　定員 20名　
　申込み 1日（火）から（先着順）

★クリスマス製作「スノーマンのプレゼントボックス」　
　12月 4日（金）午後 3時 30分から 4時 30分　定員 20名
　対象 小学生　参加費 無料
　申込み 11月 24日（火）から (先着順 )
★クリスマス会（元気クラブ主催）　12月 22日（火）
　午後 2時から 3時　定員 80名　対象　小学生　参加費　無料
　申込み 14日（月）から（先着順）
★�冬休みお楽しみ会 劇団なんじゃもんじゃ「おこんじょうるり」　　　
　12月 25日（金）午前 10時から11時（午前9時45分集合）
　定員 100名　対象　小学生以上　参加費　無料
　申込み１日（火）から（先着順）

▲大きな風船で楽しむ子どもたち
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おところ

お名前 電話番号　　　　　　　　　　　　　　　

下小口七丁目１５５番地
大口町役場　政策推進課

「桜さんの何でも言ってちょ」係　行

４
８
０
０
１
９
０

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

〈
切
手
不
要
〉

平
成
２
８
年
４
月

３
０
日
ま
で

苦
情
、
ご
意

見
、
ご
提
案
、

ど
ん
な
こ
っ
て
も

え
え
で
、
遠
慮
せ

ん
と
聞
か
せ
て

ち
ょ
！

桜さんの何でも言ってちょレター
　皆さんが、行政に対し、日頃、感じている提案や
疑問などはありませんか？
　まちの主役は皆さんです。この「何でも言ってちょ
レター」は、皆さんの声を町政に反映することで、
より豊かで住みやすい大口町にする試みです。
　皆さんから寄せられた貴重なご意見等は、内容に
応じて担当部署に送られ今後の運営に活かされま
す。ぜひ「私たちのまちを少しでも良くしたい」と
願うあなたの気持ちを、この手紙につづってお寄せ
ください。お待ちしています。
　なお、回答を必要とされる場合は、「住所・氏名」
の記入が必須です。
問合せ先　政策推進課（秘書）　蘂95̶1616

何でも言ってちょレターの作り方

用紙を太線に沿って切り取って
ちょ。
遠慮はいらんで、裏面にみんな
の意見を書いたってちょ。

折曲げて、のり付けして封筒を作ればで
きあがりじゃ。
もし、意見が長くなる時は、便せんなん
かに書いて、入れてくれればええでよー。
切手を貼らずにポストへ入れてちょ。よ
う考えてから返事するで、しばらく待っ
とってちょうよ。一緒に広報おおぐちで
みんなにお知らせするでよ。楽しみにし
とりゃー。

①
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お名前 電話番号　　　　　　　　　　　　　　　

下小口七丁目１５５番地
大口町役場　政策推進課

「桜さんの何でも言ってちょ」係　行
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！

桜さんの何でも言ってちょレター
　皆さんが、行政に対し、日頃、感じている提案や
疑問などはありませんか？
　まちの主役は皆さんです。この「何でも言ってちょ
レター」は、皆さんの声を町政に反映することで、
より豊かで住みやすい大口町にする試みです。
　皆さんから寄せられた貴重なご意見等は、内容に
応じて担当部署に送られ今後の運営に活かされま
す。ぜひ「私たちのまちを少しでも良くしたい」と
願うあなたの気持ちを、この手紙につづってお寄せ
ください。お待ちしています。
　なお、回答を必要とされる場合は、「住所・氏名」
の記入が必須です。
問合せ先　政策推進課（秘書）　蘂95̶1616

何でも言ってちょレターの作り方

用紙を太線に沿って切り取って
ちょ。
遠慮はいらんで、裏面にみんな
の意見を書いたってちょ。

折曲げて、のり付けして封筒を作ればで
きあがりじゃ。
もし、意見が長くなる時は、便せんなん
かに書いて、入れてくれればええでよー。
切手を貼らずにポストへ入れてちょ。よ
う考えてから返事するで、しばらく待っ
とってちょうよ。一緒に広報おおぐちで
みんなにお知らせするでよ。楽しみにし
とりゃー。
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※写真と本文は関係ありません

うがいの練習方法は？

　感染症の流行る季節になりました。正しいうがい

の仕方を覚えて、感染症予防をしましょう。

　のどの粘膜には常在菌が存在していて、ウイルス

や細菌が取り付くのを防ぎます。殺菌効果の高いう

がい薬は、常在菌まで駆逐してしまう可能性がある

ため、日常のうがいは水道水でおこないましょう。

①ブクブクうがい（口の中の汚れをとります）②ガ

ラガラうがい…2回（ガラガラと音をさせてのどの

奥まで水が届くようにします）個人差はありますが、

2歳後半頃にブクブクうがい、3歳頃にガラガラう

がいができるようになってきます。大人が見本を見

せながら、年齢に合わせて習慣づくといいですね。

12 月の園庭開放日
　
入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

※
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
11
時

南
保
育
園

西
保
育
園

北
保
育
園

大
口
中
保
育
園

12
月
10
日
貅

12
月
17
日
貅

12
月
9
日
貉

12
月
14
日
豺

木こりの掲示板木こりの掲示板木こりの掲示板

木こりプロジェクトの掲示板の木こりプロジェクトの掲示板木こりプロジェクトの掲示板木こりプロジェクトの掲示板

木
こ
り
く
ん

　10月17日貍、町立保育園３園（南・西・北）
による合同運動会が総合運動場でおこなわれ
ました。
　木とふれあう「木育」に取り組んでいる保育
園では、北保育園建設材の搬出現場の森の木
を使って、園児たちがそれぞれ絵を描き、運
動会の入場門に飾りました。
　各保育園で季節ごとに草花や生き物、果実
をテーマに絵を描き、個性があふれる素敵な
入場門になりました。

「みんなでつくる
北保育園」を目指
して立ち上げられ
た木こりプロジェ
クト。今月号から
この掲示板で活動
などを紹介してい
きます。

問合せ先　政策推進課　蘂 95-1617問合せ先　政策推進課　蘂 95-1617

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

NPO法人まちねっと大口 (月曜日から土曜日 )へ参加費を添えてお申
し込みください。(先着順。電話申込不可 )蘂22-6642

みんなで木こりに挑戦しよう！みんなで木こりに挑戦しよう！ 保育園合同運動会入場門保育園合同運動会入場門保育園合同運動会入場門
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図書館HP　http://www.town.oguchi.aichi.jp/2193.htm
携帯電話　https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

今�

月
の
休
館
日

　

７
豺
・
10
貅
・
14
豺
・
21
日
豺
・　

　

28
日
豺
か
ら
１
月
４
日
豺

※�

図
書
館
の
年
末
年
始
休
館
の
た

め
、
15
日
貂
か
ら
27
日
豸
は
貸

出
期
間
を
３
週
間
に
、
貸
出
冊

数
を
本
の
み
15
冊
に
変
更
い
た

し
ま
す
。

開
館
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

雑
誌
の
リ
ユ
ー
ス（
無
償
配
布
）

日�

時　

12
日
貍
　
午
前
９
時
か
ら

場
所　

図
書
館　

階
段
付
近

み
ん
な
集
ま
れ
お
は
な
し
会

日�

時　

6
日
豸
　
午
前
10
時
30
分

か
ら

場�

所　

図
書
館　

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

問
合
せ
先　

蘂
95
―

３
９
９
９

日
時　

12
日
貍
　
午
前
10
時
30
分

場�

所　

中
央
公
民
館　

２
階　

視
聴
覚
室

「
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
や
サ
ン
タ
さ
ん
の
ワ
ク

ワ
ク
す
る
お
話
で
す
。

　

図
書
館
に
は
１
０
０
０
点
を
超
え
る

D
V
D
の
所
蔵
が
あ
り
、
１
人
２
点
で
２

週
間
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
12

月
に
新
し
い
D
V
D
が
10
本
入
り
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
４
月
ま
で
毎
月
新
し
い

D
V
D
を
入
れ
て
い
く
の
で
楽
し
み
に
し

て
ね
！

こ
の
D
V
D
は
い
か
が
で
す
か
？

こ
の
本
は
い
か
が
で
す
か
？フランケンウィニー

DＲＡＧＯＮＢＡＬＬ Ｚ
神と神

ブルーインパルス
曲技飛行

かいけつゾロリ
だ・だ・だ・だいぼうけん！

ひまわりと
子犬の７日間

ライラの冒険
黄金の羅針盤

私の頭の中の
消しゴム

ペコロスの
母に会いに行く

ブタがいた教室

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
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http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

ほほえみプラザ5階 トレーニングセンター
　午前9時から午後9時
申込みおよび問合せ先　蘂94-0057

初めて利用・申込みされる方は初回登録が
必要です。利用カードを作成しますので、
顔写真（3㎝×2.5 ㎝）をお持ちください。
(未成年の方は保護者の印鑑が必要です。)

2 万人体力測定実施中

毎月第 2 水曜日は「体力測定の日」
今月は 12月 9日（水）に実施します (予約制 )
時間
①午前 10時から　 ②午前 11時から
③午後 1時から　　④午後 2時から
⑤午後 6時から　　⑥午後 7時から
場所
トレーニングセンター体力測定室 他

今年最後に、みんなでいい汗をかいて盛り上がろう～♪
日時　12月 27日（日）　午前 10時 30分から正午
内容　エアロビクス
定員　45名
対象 16歳以上、初中級者
料�金　1,100円
インストラクター　
　林部さん、澤木さん、
※申込みは 5 階フロントまで

踊り納め！！ エアロイベント

歴
史
民
俗
資
料
館
ご
利
用
案
内

休
館
日　

月
・
火
・
水
曜
日

※�

企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。

※�

祝
日
は
開
館

開�

館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

入
館
料　

無
料

問
合
せ
先　

蘂
94
―

０
０
５
５

　

企
画
展
後
半
は
、
大
口
町
が
昭
和
60
年

９
月
13
日
に
非
核
平
和
宣
言
を
し
て
以
降
、

非
核
平
和
推
進
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
平

成
４
年
か
ら
町
内
の
中
学
生
が
広
島
市
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式（
平

和
記
念
式
典
）
に
参
加
し
続
け
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
資
料
に
は
、
毎
年
派
遣
事
業
が
終

了
す
る
と
刊
行
さ
れ
る
報
告
書
が
あ
り
、

参
加
し
た
中
学
生
の
感
想
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
感
想
文
を
読
ん
で
み
る

と
、
当
時
の
記
憶
・
体
験
・
想
い
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
、

報
告
書
自
体
が
広
島
で
の
経
験
や
想
い
を

『
つ
な
ぐ
』
も
の
と
し
て
、
大
変
貴
重
な
資

料
で
あ
る
と
実
感
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
参
加
さ
れ
た
中
学
生
の
感
想
文

に
つ
い
て
は
許
可
を
得
て
公
開
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会
期
は
あ
と
わ

ず
か
で
す
が
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期�

間　

12
月
13
日
豸
ま
で

　

平
成
28
年
１
月
23
日
貍
か
ら
、
冬
の
企

画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
例
年
大
好
評
の
お
雛
さ
ま
や
お
内

裏
さ
ま
の
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

秋
の
企
画
展

大
口
町
非
核
平
和
宣
言
30
周
年
記
念

語
り
つ
ぐ
こ
と
、

　
　
祈
り
つ
づ
け
る
こ
と

～
70
年
前
、

　
　
あ
の
場
所
の
記
憶
～

仮装
OK
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松江市

松江市役所

松江城

玉造温泉

宍道湖

▲ 堀尾忠晴の墓所　

▲ 温泉街の中央を宍道湖に注ぐ玉湯川が流れる

島根県

隠岐諸島

島根県

隠岐岐岐諸諸諸島

島根県

穴道湖穴道湖

出雲市

松江市
松江城

愛知県
大口町

▲ 松江城

松
江
城　

今
回
の
特
集
で
紹
介
し
た
、
大
口

町
出
身
の
大
名
、
堀
尾
吉
晴
が
普
請
し
た
城
。

国
指
定
の
重
要
文
化
財
。
最
上
階
の
望
楼
か

ら
は
、
松
江
市
街
や
宍
道
湖
が
一
望
で
き
ま

す
。

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

広
報
４
月
号
か
ら
島
根
県
松
江
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

広
報
４
月
号
か
ら
島
根
県
松
江
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

6

玉
造
温
泉

　

女
性
に
優
し
い
美
肌
の
泉
質
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
姫
神
の
湯
」
と
も
よ

ば
れ
る
、
島
根
県
を
代
表
す
る
名
湯

で
す
。
古
代
に
は
街
の
東
側
に
あ
る

花
仙
山
か
ら
良
質
の
青
め
の
う
が
採

れ
た
た
め
、
勾
玉
作
り
が
盛
ん
で
し

た
。
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
出

雲
国
風
土
記
」
に
も
、「
一
度
入
浴
す

れ
ば
肌
が
若
返
る
よ
う
に
な
り
、
二

度
入
浴
す
れ
ば
ど
ん
な
病
も
治
し
て

し
ま
う
。
そ
の
効
き
め
が
な
か
っ
た

こ
と
は
な
い
の
で
、
人
々
は
神
の
湯

と
呼
ん
で
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

玉
造
の
お
湯
は
無
色
透
明
で
、
ぬ

め
り
や
匂
い
が
な
く
、
さ
ら
さ
ら
と

し
て
い
ま
す
。
泉
質
を
分
析
す
る
と
、

肌
を
み
ず
み
ず
し
く
す
る
「
硫
酸
イ

オ
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
湿
効
果
の
あ
る
成
分
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
長
く

入
っ
て
い
て
も
湯
あ
た
り
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
温
泉
を
も
と
に
し
た
化

粧
品
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

度
入
浴
す
れ
ば
ど
ん
な
病
も
治
し
て

し
ま
う
。
そ
の
効
き
め
が
な
か
っ
た

こ
と
は
な
い
の
で
、
人
々
は
神
の
湯

と
呼
ん
で
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

玉
造
の
お
湯
は
無
色
透
明
で
、
ぬ

め
り
や
匂
い
が
な
く
、
さ
ら
さ
ら
と

し
て
い
ま
す
。
泉
質
を
分
析
す
る
と
、

肌
を
み
ず
み
ず
し
く
す
る
「
硫
酸
イ

オ
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
湿
効
果
の
あ
る
成
分
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
長
く

入
っ
て
い
て
も
湯
あ
た
り
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
温
泉
を
も
と
に
し
た
化

粧
品
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 きんすけくん

た
ま
つ
く
り

ひ
め
が
み

ま
が
た
ま

か
せ
ん
ざ
ん

神
代
の
昔
、
ス
ク
ナ
ミ
ノ
ミ
コ

ト
が
発
見
し
、
そ
の
優
れ
た
効

能
か
ら
『
神
の
湯
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
美
肌
効
果
は
科
学

的
に
も
実
証
。
そ
の
他
に
も『
願

い
石
』『
叶
い
石
』
な
ど
、
女
性

に
人
気
の
神
話
ス
ポ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
り
あ
す
。

検索水の都松江・たまなび 

南
三
陸
町

南
三
陸
町

宮
城
県

宮
城
県

太
平
洋

南
三
陸
町
派
遣
職
員
レ
ポ
ー
ト

南
三
陸
町
派
遣
職
員
レ
ポ
ー
ト

現
在
も
大
口
町
役
場
よ
り
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に

南
三
陸
町
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
大
口
町
役
場
よ
り
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
三
陸
町

お
ら
ほ
の
町
の
風
景

　

南
三
陸
町
は
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
、

自
然
豊
か
な
町
で
す
。
復
興
の
歩
み

と
と
も
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る

町
の
中
に
は
、
今
な
お
震
災
の
傷
痕

が
残
る
風
景
も
あ
り
ま
す
が
、
南
三

陸
町
の
四
季

を
彩
る
自
然

は
、
す
べ
て

美
し
く
絶
景

で
す
。

鮭
の
故
郷

　

南
三
陸
町
の
川
に
は
鮭
が
帰
っ
て

き
ま
す
。
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

川
に
帰
っ
て

き
た
鮭
を
捕

ま
え
、
卵
を

ふ
化
さ
せ
て

稚
魚
を
育
て

ま
す
。
3
月

か
ら
4
月
に

か
け
て
稚
魚
を
川
に
放
流
し
、
４
年

後
た
く
ま
し
く
育
っ
た
鮭
は
、
再
び

南
三
陸
町
の
川
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

震
災
直
後
は
、
ほ
と
ん
ど
稚
魚
を
放

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
平

成
26
年
度
も
、
３
０
０
０
匹
以
上
の

鮭
が
南
三
陸
町
に
帰
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。

友
好
の
証
モ
ア
イ
像

　

約
55
年
前
、
昭
和
35
年
5
月
24
日
、

チ
リ
共
和
国
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

に
よ
り
、
遠
い
海
の
向
こ
う
側
か
ら

大
津
波
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。
当
時

も
町
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
こ

の
大
津
波
の
記
憶
を
未
来
に
伝
え
よ

う
と
、
南
三
陸
町
と
チ
リ
共
和
国
の

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成

25
年
に
友
好
の
証
と
震
災
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、チ
リ
共
和
国
の
イ
ー

ス
タ
ー
島
か
ら
、
本
物
の
モ
ア
イ
像

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
モ
ア
イ
」
に
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
言
葉
で
「
未
来
に

生
き
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
モ
ア
イ
像
は
、

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
で
、
ま
ち

の
復
興
を
見

守
り
続
け
て

い
ま
す
。

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
平

成
26
年
度
も
、
３
０
０
０
匹
以
上
の

鮭
が
南
三
陸
町
に
帰
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。

友
好
の
証
モ
ア
イ
像

　

約
55
年
前
、
昭
和
35
年
5
月
24
日
、

チ
リ
共
和
国
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

に
よ
り
、
遠
い
海
の
向
こ
う
側
か
ら

大
津
波
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。
当
時

も
町
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
こ

の
大
津
波
の
記
憶
を
未
来
に
伝
え
よ

う
と
、
南
三
陸
町
と
チ
リ
共
和
国
の

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成

25
年
に
友
好
の
証
と
震
災
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、チ
リ
共
和
国
の
イ
ー

ス
タ
ー
島
か
ら
、
本
物
の
モ
ア
イ
像

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
モ
ア
イ
」
に
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
言
葉
で
「
未
来
に

生
き
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
モ
ア
イ
像
は
、

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
で
、
ま
ち

の
復
興
を
見

守
り
続
け
て

い
ま
す
。

2

畑
田　

和
俊

▲海に浮かぶ荒島神社▲山里の風景が広がる入谷地区
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―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時　

12
月
19
日
貍　

午
前
９
時
か
ら
正
午　
　
　

場
所　

丹
羽
消
防
署　

本
署

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

丹
羽
消
防
署
本
署　

蘂
95
―

５
１
５
１

　

大
口
出
張
所　
　
　

蘂
95
―

0
１
１
９

　

暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
注
意

　

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、

取
扱
い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

で
す
。
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
取
扱
説
明
書
な
ど
を
よ
く
読
み
、

器
具
の
正
し
い
取
扱
い
や
管
理
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
前
に
は
必
ず
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
洗
濯
物
を
干
し
た

り
、
紙
類
や
衣
類
な
ど
の
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

ス
ト
ー
ブ
の
付
近
で
殺
虫
剤
や
ヘ
ア
ス

プ
レ
ー
な
ど
引
火
の
危
険
性
が
あ
る
も

の
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
灯
油
を
給
油
す

る
場
合
は
、
必
ず
火
を
消
し
、
そ
の
場

を
絶
対
に
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
石
油
ス

ト
ー
ブ
な
ど
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の

ふ
た
を
確
実
に
閉
め
、
漏
れ
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　

毎
年
、
冬
に
な
る
と
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
急
病
や
餅
を
の
ど
に
詰
ま

ら
せ
る
窒
息
事
故
な
ど
で
救
急
要
請
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

丹
羽
消
防
署
で
は
平
成
26
年
に
救
急
搬

送
さ
れ
た
件
数
の
内
約
半
数
の
49
％
が
入

院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
で
し
た
。
現
在

丹
羽
消
防
署
に
は
3
台
の
救
急
車
が
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
性
の
な
い
救
急
出

動
が
多
く
な
る
と
、
１
分
１
秒
を
争
う
救

急
活
動
の
障
害
に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

救
急
車
を
適
正
に
運
用
す
る
た
め
に
ご
協

力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
夜
間
お
よ
び
休
日
の
突
然

の
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
に
か
か
り

つ
け
の
医
師
や
近
く
の
休
日
（
夜
間
）
診

療
所
に
連
絡
さ
れ
受
診
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
や
、
近
く
の
休
日
（
夜
間
）
診
療
所

が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
（
蘂
０
５
８
６-
72-
１
１
３
３
）

に
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
と
受
診
可
能
な
診
療
所

が
わ
か
り
ま
す
。

年
末
の
火
災
予
防
は
万
全
に

し
ま
し
ょ
う

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室　

回数券・一日乗車券販売場所回数券・一日乗車券販売場所　　　　NPO法人まちねっと大口　月曜日から土曜日（祝日
除く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　
蘂22-6642　メールmachinet@owari.ne.jp

問合せ先

コミュニティバスサポート隊では随時メンバーを募集しています。気軽にお問い合わせください！ 全路線1乗車

100円
小学生以下無料

52
シリーズ

寒い季節にはコミュニティバス！

今回の時刻表は、
ぼくと同じ「緑
色」なんだって
♪今年もたくさ
んの人に利用し
てほしいな～

広報3月号と一緒に配布され
たので、確認してから出か
けようね。バス車内や役場
の町民安全課でも、もらえ
るそうよ。町のホームペー
ジでも確認できるわよ。

桜
太
朗
く
ん

桜
子
ち
ゃ
ん

桜
太
朗
く
ん

寒
い
季
節
に
な
っ
た
ね
。

雪
が
降
る
と
、
マ
イ
カ
ー
や
自
転

車
の
運
転
が
大
変
だ
ね
。

そ
ん
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
使
っ
て
ほ
し
い
わ
。

バ
ス
な
ら
雪
の
日
も
安
心
よ
。

運
行
状
況
に
よ
っ
て
遅
れ
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
利

用
し
て
ね
。

バスサポ隊の温かい手作りデコレーションで
す。ぜひバスに乗ってご覧ください！

ただ今、バス内にクリスマスの
デコレーション実施中！

平成27年度バスサポ隊その他の活動
● 夏休み親子でわくわくバスツアー
● バス停ベンチ作り

平成27年度バスサポ隊その他の活動
● 夏休み親子でわくわくバスツアー
● バス停ベンチ作り
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大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
昨年に
比べると減少
平成 26年に
町内で発生した
犯罪件数は 297件

平成26年　犯罪発生件数

凶悪犯（強盗等）

粗暴犯（暴行等）

知能犯（詐欺等）

風俗犯（わいせつ等）

その他（器物損壊等）

302

232

25

18

28

40

5

26

8

1

12

4

3

50

297

228

20

2

43

32

15

28

21

0

9

9

0

51

-5

-4

-5

-16

15

-8

10

2

13

-1

-3

5

-3

1

25年平
成 26年 前年比犯罪別 平

成

空き巣

忍込み

万引き

自転車盗

自動車盗

車上・部品狙い

自販機狙い

犯罪総数

窃 盗 犯

主
な
窃
盗
犯
の
内
訳

申込みおよび問合せ　蘂94̶0051

今
月
の
健
康
俳
句　

今
月
の
健
康
川
柳　

い
な
ご
取
り
田
ん
ぼ
の
中
へ
歩
を
進
め

歯
の
治
療
済
ま
せ
ス
ル
メ
を
久
し
ぶ
り

渡
邊　

す
み
子

丹
羽　

恵
俊

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

みんなで進める！

健康おおぐち21 第二次計画 No.19

　腎臓は、体内で不要になった老廃物を取り除くなど、生きていくために大切な働きを担っており、この腎
臓の機能が慢性的に低下することを「慢性腎臓病（CKD）」といいます。
CKDは無症状で進行するとても怖い病気です。現在、日本の CKD患者は1,330万人と言われ、成人の約
13％（８人に１人）にもおよび、いまや「新たな国民病」です。

■まずは健診結果をチェック！

日ごろから、腎臓をいたわる生活を！日ごろから、腎臓をいたわる生活を！

◇尿たんぱく、尿潜血
腎機能が低下すると、たんぱく質や赤血球
が尿中に漏れ出します。「＋」以上は要注意。
◇クレアチニン
本来なら、尿中に排泄される老廃物ですが、
腎機能が低下すると血液中にたまっていき、
値が高くなります。この値をもとに腎機能
（e-GFR）を算出します。

「肝腎かなめ」の腎機能「肝腎かなめ」の腎機能「肝腎かなめ」の腎機能
腎臓の働きを知っていますか？

◎肥満や原因疾患（糖尿病や高血圧など）の予防と改善
◎低塩（3ｇ以上6ｇ以下）と適切な水分摂取
◎禁煙・適正飲酒
◎適度な運動（激しすぎるのは腎臓に負担をかけます）
◎排尿をがまんしない

薬やサプリメントの中には、
腎臓に負担をかけるものがあります。
薬は、医師や薬剤師の指導のもとで
服用してください。また、サプリメ
ントの多用にはご注意ください。

こんな事にも気をつけよう！

★それでも野菜が
摂れないときは…

野菜から食べるとイイワケ♪
◎血糖値を上がりにくくする。
◎中性脂肪の吸収を抑える。
◎噛む回数が増えることで、胃を落ち着かせ食べ
　過ぎを防ぐ。
◎腸の蠕動運動を促す。

無理なく・無駄なく食べる

具だくさんにすると、
飲む汁量が減り、減塩にもつながるので

さらに効果アップ！

　腎臓は、毛細血管のかたまりです。腎機能は、健康な人
でも加齢によって少しずつ低下しますが、次のような血管
を傷つけるリスク要因を持つ人は腎機能の低下速度が速
く、重症化しやすいので要注意です。

■血管を傷つける＝腎臓を傷つける

むくみや倦怠感 骨がもろくなる 貧血 脳梗塞や心筋梗塞のリスク 人工透析

■尿たんぱく　　　［　－　　±　　＋　］

［はい・いいえ］
［はい・いいえ］
［はい・いいえ］
［はい・いいえ］
［はい・いいえ］

■あなたのクレアチニン
男性　0.6～1.1mg／dl
女性　0.4～0.8mg／dl

腎機能は通常の30％程度まで機能が低下しないと自覚症状があらわれません。 年に１度の健診でチェックしましょう！

①メタボリックシンドロームに該当していますか？
②家族に慢性腎臓病（CKD)の方はいますか？
③膠原病や尿路感染症、尿路結石などの持病がありますか？
④過去に腎臓病にかかったことがありますか？
⑤痛み止めや炎症を抑える薬を常用していますか？

悪い生活習慣
内臓脂肪蓄積・肥満

高血圧
高血糖
脂質異常

CKD
（たんぱく尿・
腎機能低下）

悪循環

「CKD診療ガイド 2012」より一部改変

脳卒中・心筋梗塞・
末期腎不全（透析）など

か ん じ ん

「高血糖」「高血圧」「脂質異常」「高尿酸血症」
やそれらを引き起こす肥満や喫煙など。

基
準
値
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申込みおよび問合せ　蘂94̶0051
94̶005194̶0051

（健康生きがい課）

年に一度はがん検診を受けましょう！

20 歳以上

※平成26年度から超音波は毎年受診可能。ただし、35歳以上の和暦奇数年生
まれの人は、MMGか超音波のどちらかを選んで１回受診できます。

(和暦奇数年生まれ )

(和暦奇数年生まれ )

1,500 円

平成 27年度大口町がん検診（医療機関実施）は 平成 28年１月 30 日（土）までです。
今年度にがん検診を受けていない方は、お早めに直接医療機関へ予約のうえ、検診を受けてください。

肺がん検診

乳がん検診（超音波）

大腸がん検診

胃がん検診 (Ｘ線 ）

胃がん検診 (内視鏡）

子宮頸がん検診

乳がん検診（MMG）

20歳以上

20歳以上

40歳以上

20歳以上

35歳以上

20歳以上

500円

500円

2,000 円

2,000 円

1,000 円

1,500 円

1,500 円

検  診 対象年齢 費　用 実施医療機関

今井医院　　　　 95-2534　佐野医院　　　　 95-3179
さくら総合病院　 95-6711　すずいクリニック 96-1114
やまだクリニック 94-1333　山田外科内科　　 96-6000
みどりクリニック 95-0881

今井医院　　　　 95-2534　さくら総合病院　 95-6711
すずいクリニック 96-1114    みどりクリニック 95-0881
山田外科内科        96-6000

江南厚生病院 　51-3330
総合犬山中央病院 (0568)62-8246
伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック　 92-3382
乳がん（MMG・超音波）のみ
さくら総合病院　95-6711
乳がん（超音波のみ）
すずいクリニック 96-1114　山田外科内科　96-6000

(X線のみ )
(X線＋喀痰 )

　がん検診無料クーポン券の利用期限は平成 28年 1月 30日（土）までです。まだ利用していない方は、ぜひこの
機会にクーポン券を使って検診を受けましょう。詳しくは健康生きがい課までお問合せください。なお、クーポン券
は対象となる方に平成 27年 5月にお送りしています。紛失した方は、健康生きがい課へお申し出ください。

 

★10/31（土）健康まつりでも実施します！

場　　所 保健センター
（ほほえみプラザ２階）

大口町トレーニングセンター
（ほほえみプラザ５階）

原則、毎月第２金曜日 毎月第2水曜日（予約制）

①午前10時から　 ②午前11時から
③午後1時から　　④午後2時から
⑤午後6時から　　⑥午後7時から

午後１時30分から３時

実 施 日

時　　間

蘂94ー0057蘂94ー0051申込みおよび
問合せ先

今月は８月21日（金） 今月は８月5日（水）
野菜汁100％の
甘くない野菜
ジュースでも。

対象者　町内にお住まいの方で血糖値の気になる方およびその家族
申込み　11月27日（金）までに電話または窓口でお申込みください。　健康生きがい課　蘂94-0051
場　所　 ほほえみプラザ 　1F多目的室 (第２回のみ５階トレーニングセンター）

講師　医師（糖尿病専門医）　保健師午後1時30分から３時30分

血糖値が気になる方の『健康講座』

対象者　大口町民で血糖値の気になる方およびその家族
申込み　電話または窓口でお申込みください。
            健康生きがい課　蘂94-0051

日　時 講　師テーマ
第１回：「糖尿病の基礎知識（仮称）」
　～糖尿病ってどんな病気 !?
　　知らないと怖い糖尿病のホントの話～

午前９時 30分から
　　　　11時 30分

２月上旬頃

第３回：運動の話と実技
　～からだスッキリの３つのコツ、教えます～

第２回：体力測定
　～体力は１年で１％落ちる！今の体力を知ろう～

第４回：栄養の話
　～正しく食べれば怖くない！食事を楽しむ技～
第５回：「お口の健康（仮称）」
　～糖尿病と歯周病の意外な関係～

医師
保健師

５階トレーニングセンター
トレーナー

健康運動指導士

管理栄養士
保健師
歯科医師
歯科衛生士

平
成
28
年

午後１時 30分から
　　　　３時 30分

12/9
（水）

（個別時間案内）

12/4
（金）

12/16
（水）

１/15
（金）

平
成
28
年

午前９時 30分から
　　　　11時 30分

場所　ほほえみプラザ

※５回コースの講座です。
　１回のみの参加も可能です。

412/ ～糖尿病ってどんな病気 !?
　　知らないと怖い糖尿病のホントの話～

個別時間案内

午前９時30分から11時30分

912/

1612/

～体力は１年で１％落ちる !?今の体力を知ろう～
講師　トレーニングセンタートレーナー

～からだスッキリの３つのコツ、教えます～
講師　健康運動指導士

水

水

金

『健康講座』『健康講座』血糖値が気になる方の

第
１
回

第
２
回

第
３
回

(12 月実施分） ( 詳細は広報 11月号を参照）

『
む
し
歯
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
』

　

最
近
は
、
歯
の
病
気
と
い
う
と
歯

周
病
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
決

し
て
む
し
歯
も
減
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

20
歳
以
上
で
は
、
実
に
９
割
以
上

の
人
に
む
し
歯
が
あ
る
の
で
す
（
処

置
済
み
を
含
む
）。
ま
た
、
子
供
に
多

い
と
さ
れ
る
む
し
歯
で
す
が
、
近
年

35
歳
以
上
で
も
増
加
傾
向
。

　

そ
こ
で
あ
な
た
の
む
し
歯
を
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

▽
歯
の
表
面
に
白
い
し
み
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
▽
歯
の
溝
の
部
分
に
茶

色
っ
ぽ
く
色
が
つ
い
て
い
る
▽
冷
た

い
も
の
、
風
が
し
み
る
▽
熱
い
も
の

が
し
み
る
▽
歯
の
表
面
に
黒
っ
ぽ
い

部
分
や
穴
が
見
え
る
▽
も
の
を
か
む

と
ズ
キ
ズ
キ
し
た
痛
み
が
あ
る
▽
舌

で
触
る
と
引
っ
か
か
る
部
分
が
あ
る

▽
歯
冠
部
が
な
く
な
り
、
歯
根
の
部

分
だ
け
残
っ
て
い
る
▽
顔
が
腫
れ
た

り
、
口
臭
が
気
に
な
っ
た
り
す
る
▽

む
か
し
治
療
し
た
は
ず
の
歯
が
痛
む

　

１
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
の
つ
い
た
人

は
、
歯
科
医
院
で
、
治
療
や
予
防
に

つ
い
て
の
指
導
を
う
け
ま
し
ょ
う
。



行　　　　事 日／曜日 受付時間 対　象　者　等

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）
２
階　

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG 予防接種 11（金） 午後 1:00
～ 1:20

平成 27 年 7 月生まれ（予診票、母子健康手帳を
持参）※対象以外は要予約

体力測定 11（金） 午後 1:30
～ 2:20 大口町民

４か月児健診 16（水） 午後 1:00
～ 1:20

平成 27 年 8 月生まれ　※助産師による母乳相談
もあります。（４か月児健診対象者以外は要予約）

10 か月児健診 8（火） 午後 1:00
～ 1:20 平成 27 年 2 月生まれ

１歳６か月児健診 15（火） 午後 1:00
～ 1:20 平成 26 年 5 月生まれ

３歳児健診 2（水） 午後 1:00
～ 1:20 平成 24 年 11 月生まれ

２歳３か月児歯科健診 9（水） 午後 1:00
～ 1:20

平成 25 月 9 月生まれ
（母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 3（木）
17（木）

午前９:40
～９:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

子育て相談室 21（月） 午前９:00
～ 11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談
※要予約

フレッシュママの会 4（金） 午後 1:15
～ 1:30

生後１か月から３か月の乳児とお母さん
内容：ベビーマッサージ・座談会

もぐもぐ離乳食教室 16（水） 午前 9:15
～ 9:30

離乳食後期以降のお話と調理実習（家族の食事か
らの取り分け方）　※要予約

保健師・栄養士による
健康相談

11（金）
25（金）

午前９:30
～ 11:30

生活習慣病予防、食生活、その他健康についての相談　
※第 1・3 金曜日は戸籍保険課でも相談可。※要予約

歯科衛生士による口腔相談 11（金）
25（金）

午前９:30
～ 11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法などの相談　
※要予約

１
階
ロ
ビ
ー

歩く健康の集い 8（火）
22（火）

午前９:30
～９:45 ストレッチ体操、1 時間歩行など

ポールウォーキング自主活動
2（水）
9（水）

16（水）
午前 9:30 ポール体操とポールウォーキングをおこないま

す。※予約不要（雨天中止）

男性のポールウォーキング
体験講座    2（水） 午前 9:00 ポールの握り方やウォーキング方法を学び、ポール

体操やウォーキングをします。※要予約（雨天中止）

ポールウォーキング
初心者講習    2（水） 午前 9:00 ポールの握り方やウォーキング方法を学びます。

※要予約（雨天中止）

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口コミュニティーセンター） 11（金）

午前 10:00

外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエー
ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

1（火）
15（火） 介護予防のための筋力トレーニングを中心とした運

動・その他レクリエーションをおこないます。しなやかお達者の会
（豊田学共施設）

8（火）
22（火）

94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

28 平成27年12月



無
料
相
談

無
料
相
談

無料相談無料相談

29平成27年12月

人権相談 12月2日（水）
午後1時30分から4時 役場1階会議室

いじめ・体罰・名誉・信用を傷つけられた場合等 
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

行政相談 12月2日（水）
午後1時30分から4時 役場1階相談室　

国・県・町・NTT・郵便局等に対する苦情・要望 
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

不動産相談 12月10日（木）
午後1時から4時 役場1階相談室

土地・建物の売買、不動産全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

厚生年金相談
12月18日（金）
午前10時から正午
午後1時から3時

役場1階相談室
厚生年金の請求方法・必要書類など全般　　　
問合せ先　戸籍保険課　蘂95-1116

多重債務者相談 12月9日（水）
午後6時から9時 役場1階相談室　

クレジットサラ金問題等（予約制 前日の午後5時まで）
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

法律相談 12月16日（水）
午後1時から4時 役場1階相談室

相続、金銭、隣人トラブル等法律に関する事
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

消費生活相談 12月15日（火）
午前9時から正午 役場1階相談室

悪質商法等に関するトラブル等消費生活全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

登記相談 12月24日（木）
午後1時から3時 役場1階相談室

建物の新増築や取り壊し、土地の地目変更等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

家庭児童相談 12月16日（水）
午前10時から午後3時30分 北児童センター

18歳未満のお子さんをお持ちの方
問合せ先　福祉こども課　蘂94-1222 

若者の
就職相談会

12月25日（金）
午後2時から4時30分

扶桑町役場2階
第5会議室

活動中や仕事に悩みのある15歳から39歳の本人と保護者　
申込みおよび問合せ先　いちのみや若者サポートステーション
蘂0586-64-6349

心配ごと相談

12月 2日（水）午前10時から午後3時30分　
12月16日（水）午前10時から午後3時30分
12月16日（水）午後1時30分から4時30分
場所　ほほえみプラザ2階　社会福祉協議会

女性相談員、母子・父子自立支援員
女性相談員
高齢・障がい者の弁護士相談
蘂94-0060

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指導をおこないます。
日時　月曜日から金曜日　午前９時から午後３時（祝日除く）
場所　ほほえみプラザ２階　（入室希望は、学校教育課　蘂95-4446へご連絡ください）
問合せ先　ふれあいルームおおぐち　蘂95-7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長のことで不安を感じている保護者の方
を対象に就学相談窓口を開設しています。
対象者　①身体に障がいのあるお子さん　②知的発達に遅れがみられるお子さん　③情緒面に不安の
あるお子さん　④障がいではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん　⑤病弱・身体虚弱のお
子さん
相談方法　●電話または学校教育課窓口　●必要に応じて小学校の学校見学
相談日時　毎週月曜日から金曜日　午前8時30分から午後5時15分
※祝日および正午から午後１時を除く。問合せ先　学校教育課　蘂95-4446

（予約制）

（先着順）

（予約優先）

（予約制）

（先着順）

（先着順）

（先着順）

（先着順）

（予約優先）
（予約優先）

（予約制）



30 平成27年12月

日�
時　

12
月
４
日
貊　

午
前
10
時
30
分

か
ら
11
時
30
分

場�

所　

憩
い
の
四
季　

娯
楽
室

※
町
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対�

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

講
師　

岐
阜
県
音
楽
療
法
士　

英
は
な
ぶ
ささ
ん

問
合
せ
先　

憩
い
の
四
季　

　
蘂
95
―

１
７
３
９

日�

時　

12
月
15
日
貂　

午
後
１
時
30
分

か
ら
２
時
30
分

内�

容　

①
「
ひ
か
り
」
と
「
メ
ガ
ネ
」

に
つ
い
て　

②
腰
痛
に
対
す
る
運
動

療
法

講�

師　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科

　

①
視
能
訓
練
士　

武
藤　

康
司
さ
ん

　

②
理
学
療
法
士　

鈴
木　

貴
士
さ
ん

場�

所　

江
南
厚
生
病
院　

2
階
講
堂

問�

合
せ
先　

江
南
厚
生
病
院
「
医
療
福

祉
相
談
室
」
蘂
51
ー

３
３
３
３

　
日�

時　

12
月
15
日
貂
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場�

所　

大
口
町
役
場

　

平
成
28
年
4
月
入
学
（
全
日
制
３
年

課
程
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
入
学
　
▽
定
員
40
名

▽�

願
書
受
付
期
間　

12
月
３
日
貅
か
ら

16
日
貉

▽�

試
験
日　

　

一
次
試
験　

平
成
28
年
1
月
8
日
貊

　

二
次
試
験　

平
成
28
年
1
月
24
日
豸

　
（
一
次
試
験
合
格
者
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://bihokukango.ac.jp/

問�

合
せ
先　

尾
北
看
護
専
門
学
校　

　
蘂
95
ー

７
０
２
２

　

平
成
28
年
4
月
入
学
（
入
寮
制
１
年

課
程
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓�

練
科　

機
械
・
縫
製
・
木
工
・
陶
磁
器
・

紙
器
製
造
、

募
集
人
数
　
各
若
干
名

募
集
期
間
　
12
月
25
日
貊
ま
で

　

事
前
の
見
学
が
必
須

選
考
日
　
平
成
28
年
１
月
20
日
貉
か
ら

22
日
貊
の
間
で
校
が
指
定
す
る
日

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www.pref.aichi.jp/0000082835.

　

html

問�

合
せ
先　

春
日
台
職
業
訓
練
校

　
蘂
０
５
６
８
ー

88
ー

０
８
１
１

マ
マ
の
た
め
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

日�
時　

12
月
３
日
貅　

午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分　

内�

容　

体
に
や
さ
し
い
素
材
を
使
っ
て

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

日�

時　

12
月
17
日
貅　

午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分　

場�

所　

い
ず
れ
も
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
2

階
プ
レ
イ
ル
ー
ム

問�

合
せ
先　

子
ど
も
と
文
化
の
森　

蘂
94
ー

１
２
２
３　

午
後
１
時
か
ら
5

時
（
月
曜
か
ら
金
曜
日
）

　

冬
は
暖
房
機
器
等
の
使
用
に
よ
り
地

域
か
ら
直
接
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
冬
は
気
候
が

安
定
し
て
い
て
降
雨
日
が
少
な
い
た
め

地
表
付
近
の
空
気
が
汚
れ
や
す
い
季
節

で
す
。
家
庭
で
で
き
る
小
さ
な
心
が
け

で
、
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

▽�

重
ね
着
な
ど
の
工
夫
で
暖
房
は
19
℃

を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め
に
ス

イ
ッ
チ
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

こ
た
つ
な
ど
の
設
定
温
度
は
こ
ま
め

に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、
急
発
進
、

急
加
速
を
避
け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▽�

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

募　

集

募　

集

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂
公
開
医
療
福
祉
講
座

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

　

94
ー
０
０
５
１

蘂

尾
北
看
護
専
門
学
校
学
生
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

　

94
ー
０
０
５
１

蘂
献
血
の
ご
案
内

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の
防
止

役
場
／
環
境
経
済
課

　

95
ー
１
６
１
３

蘂

そ
の
他

そ
の
他

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

善　

意

善　

意

愛
知
県
春
日
台
職
業
訓
練
校
訓
練
生
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂
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年
末
は
買
物
や
金
融
機
関
で
の
金
銭

の
入
出
金
の
機
会
が
増
え
、
慌
た
だ
し

い
心
の
隙
間
を
狙
う
犯
罪
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
特
に
、
ひ
っ
た
く
り
や

置
き
引
き
等
街
頭
で
の
犯
罪
や
、
住
宅

侵
入
盗
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
、
大
口
町
の
犯
罪
は
９
月
末
現

在
で
１
９
９
件
（
前
年
比
41
件
減
）
と

減
少
し
ま
し
た
。
た
だ
、
侵
入
盗
は
26

件
（
前
年
比
１
件
増
）、
部
品
ね
ら
い
は

13
件
（
前
年
比
４
件
増
）
と
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

面
格
子
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
防

犯
対
策
を
お
こ
な
い
、
侵
入
盗
や
部
品

ね
ら
い
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
　

12
月
１
日
貂
か
ら
20
日
豸

　
　

　

12
月
４
日
貊
か
ら
10
日
貅
は
人
権
週

間
で
す
。
名
古
屋
法
務
局
お
よ
び
愛
知

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

第
１
回
あ
い
ち
人
権
講
演
会

　

人
権
問
題
を
と
も
に
考
え
よ
う

講�

演　

メ
デ
ィ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

渡
辺
真
由
子
さ
ん
「
深
刻
化
す
る
ネ
ッ

ト
い
じ
め
～
そ
の
現
状
と
大
人
の
役

割
～
」

日�

時　

12
月
６
日
豸　

午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
10
分

場�

所　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル

�

人
権
街
頭
啓
発
活
動
・
第
42
回
人
権
作

　

品
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展
示

日�

時　

12
月
７
日
豺　

午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時

場
所　

金
山
総
合
駅
コ
ン
コ
ー
ス
内

講
演
と
映
画
の
会

講�

演　

書
家　

金
澤
泰
子
さ
ん
「
ダ
ウ

ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て
」

映
画　

人
権
啓
発
映
画
「
カ
ラ
フ
ル
」

日�

時　

12
月
11
日
貊　

午
後
２
時
か
ら

場�

所　

鯱
城
ホ
ー
ル
（
伏
見
ラ
イ
フ
プ

ラ
ザ
５
階
）

第
２
回
あ
い
ち
人
権
講
演
会

　

人
権
問
題
を
と
も
に
考
え
よ
う

講�

演　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
虹
色
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
代
表　

村
木
真
紀
さ
ん
「
知
っ

て
お
き
た
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
～
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
も
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
の
た
め
に
～
」

映�

画　
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ド
ー
ナ
ツ
」（
洋
画
）

日�

時　

平
成
28
年
１
月
８
日
貊　

午
後

１
時
か
ら
４
時
20
分

場�

所　

鯱
城
ホ
ー
ル
（
伏
見
ラ
イ
フ
プ

ラ
ザ
５
階
）

12
月
２
日
は
社
会
保
険
労
務
士
の
日

　

年
金
・
労
働
社
会
保
険
・
人
事
労
務

の
専
門
家
で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
問

題
の
相
談
や
疑
問
に
無
料
で
お
応
え
し

ま
す
。

日�

時　

12
月
６
日
豸　

午
前
10
時
か
ら

３
時
ま
で

場�

所　

▽
ア
ピ
タ
大
口
店　

▽
ア
ピ
タ

江
南
西
店　

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑

内�

容　

年
金
、
定
年
後
の
再
就
職
、
パ
ー

ト
の
有
給
休
暇
取
得
、
会
社
で
の
ト

ラ
ブ
ル
、
育
児
休
業
な
ど

問�

合
せ
先　

愛
知
県
社
会
保
険
労
務
士

会
　
蘂
０
５
８
６
ー

68
ー

５
７
１
１

日�
時　

12
月
15
日
貂　

午
前
９
時
30
分

か
ら
11
時

※�

毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。　

場�

所　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対�

象　

45
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

　

年
末
は
忙
し
く
な
り
、
忘
年
会
な
ど

飲
酒
の
機
会
が
増
え
、
１
年
を
通
じ
て

日
没
時
間
が
最
も
早
く
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
発
生
の
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

危
険
な
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
、
子
ど

も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夕
暮
れ

時
や
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
を
な
く
し
、
後
部
座
席
を

含
め
た
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

運�

動
期
間　

12
月
１
日
貂
か
ら
10
日
貅

社
会
労
務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６　

蘂

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６

蘂

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６　

蘂
人
権
週
間

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂
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中
小
口
地
内
で
新
北
保
育
園
の
大
黒
柱

と
な
る
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
一
部
の
曳
き

回
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
伝
統
芸
能
保
存
会
の
獅
子
屋

形
も
同
行
し
、
北
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、

大
き
な
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を「
ヨ
イ
シ
ョ
！

ヨ
イ
シ
ョ
！
」
と
元
気
な
声
を
上
げ
な
が

ら
、
北
保
育
園
ま
で
の
約
３
５
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
を
一
生
懸
命
運
び
ま
し
た
。

北
保
育
園
建
設
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
曳
き
回
し

北
保
育
園

25
10

日

　

木
や
森
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
子
ど
も
の

心
と
体
を
育
て
よ
う
と
木も
く
い
く育

に
取
り
組
ん

で
い
る
保
育
園
（
南
・
西
・
北
）
で
『
マ

イ
箸
づ
く
り
』
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
町
内
や
園
内
に
あ
る
身

近
な
木
や
自
然
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
物
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
学
び
、
マ
イ
箸
を
作
り
ま
し
た
。

　

西
保
育
園
で
は
、
し
ら
か
し
の
木
で
マ

イ
箸
づ
く
り
。
長
さ
を
調
整
し
た
後
、
自

分
た
ち
で
紙
や
す
り
で
削
る
な
ど
し
て
、

１
月
の
給
食
か
ら
マ
イ
箸
を
使
い
ま
す
。

　

下
小
口
区
に
お
住
ま
い
の
井
上
義　

さ

ん
か
ら
、「
図
書
館
の
お
役
に
立
て
た
ら
」

と
自
身
の
蔵
書
を
大
口
町
立
図
書
館
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
あ
ま
り
読
書
に
は
興

味
が
な
か
っ
た
と
い
う
井
上
さ
ん
で
す

が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
本
を
読
む
よ
う

に
。
気
が
つ
い
た
ら
た
ま
っ
て
い
た
と
い
う

３
０
０
０
冊
の
本
の
中
か
ら
２
５
０
冊
以
上

を
図
書
館
へ
。「
芥
川
龍
之
介
全
集
、
勝
海

舟
全
集
、
森
鴎
外
集
な
ど
、
他
に
も
た
く
さ

ん
の
貴
重
な
蔵
書
を
、
と
て
も
き
れ
い
な

状
態
で
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
図
書
館
長
。

図
書
館
に
本
を
寄
贈

図
書
館

 

親
子
で
『
マ
イ
箸
づ
く
り
』

保
育
園

19
10

月

▲現在 79歳の井上さん、囲碁は五段の腕前
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北
地
域
自
治
組
織
が
空
地
を
利
用
し
て

花
壇
を
作
り
、
色
と
り
ど
り
の
パ
ン
ジ
ー
を

植
え
て
、華
や
か
な
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

環
境
部
会
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
ど
お

り
に
、
地
域
の
参
加
者
約
50
名
が
５
０
０

株
の
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
、
手
作
り
の
看
板

を
立
て
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
で

き
た
花
壇
で
す
。
地
域
の
絆
づ
く
り
や
、

ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
、
代
表
の
酒
井
武
美
さ
ん
。

　

花
壇
作
り
で
地
域
と
ふ
れ
あ
い

北
地
域
自
治
組
織

24
10

土

　

10
月
31
日
貍
、
11
月
1
日
豸
に
『
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
２
０
１
５
』
が
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
島
根
県
松
江

市
か
ら
松
江
観
光
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
初

参
加
。
ま
つ
え
若
武
者
隊
が
観
光
P
R
す

る
な
ど
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
他
に
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
子
ど
も
会
、

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
企
業
、
行
政
が
協
力
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
出
展
。
多
く
の
人
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
2
0
1
5
　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
周
辺

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
広
島
市
へ
の

原
子
爆
弾
投
下
時
（
当
時
17
歳
）
に
、
1.3

キ
ロ
地
点
で
被
爆
し
、
奇
跡
的
に
生
存
し

た
細
川
浩
史
さ
ん
の
講
演
会
「
次
世
代
へ 

ヒ
ロ
シ
マ
の
伝
承
を
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
87
歳
の
細
川
さ
ん
。
原
爆
で
大
け

が
を
負
い
な
が
ら
奇
跡
的
に
助
か
り
ま
し

た
が
大
切
な
妹
さ
ん
を
失
い
ま
し
た
。
そ

の
悲
し
み
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。『
平
和
と
は
何

か
』
を
深
く
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
講
演
会
「
戦
後
70
年
記
念
講
演
」大

口
中
学
校

24
10

土

　

名
鉄
自
動
車
専
門
学
校
で
、
大
口
幼
稚

園
と
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
の
年
長
児
を
対

象
に
、
幼
児
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

園
児
は
同
校
の
先
生
か
ら
、
横
断
歩
道

を
渡
る
時
は
手
を
上
げ
て
自
分
の
存
在
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
こ
と
や
、
自
動

車
が
バ
ッ
ク
す
る
と
き
や
、
ド
ア
を
開
閉

す
る
と
き
の
音
を
聞
き
、
交
通
安
全
に
つ

い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
最
後
に
『
よ
い
子

の
約
束
免
許
証
』
を
受
け
取
り
、交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
事
を
約
束
し
ま
し
た
。

幼
児
交
通
安
全
教
室

名
鉄
自
動
車
専
門
学
校

1
10

木
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10
月
15
日
貅
、愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
平
成
27
年
度
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
愛
知
県
民
大
会
に
て
、
県
知

事
よ
り
次
の
方
に
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

個�

人
の
部（
４
名
）　

▽
八
嶋
茂
之
さ
ん（
西

小
校
区
あ
ん
し
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
団
）　

▽
佐
藤
堅
三
さ
ん
（
南
小
校
区
あ
ん
し

ん
パ
ト
ロ
ー
ル
団
）　

▽
大
島
康
宗
さ

ん
（
北
小
校
区
あ
ん
し
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

団
）　

▽
酒
井
武
美
さ
ん
（
下
小
口
）

団�

体
の
部
（
４
団
体
）　

▽
二
ツ
屋
地
区
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊　

▽
仲
沖
地
区
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊　

▽
替
地
地
域
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊　

▽
新
宮
地
域
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊

　

ま
た
、
愛
知
県
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら

近
藤
登
さ
ん
（
上
小
口
区
長
）
に
、
優
良

防
犯
連
絡
責

任
者
と
し
て

感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
、

犯
罪
の
な
い

安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
目

指
し
、
多
年

に
渡
り
地
域

の
防
犯
活
動

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
列
左
か
ら
近
藤
さ
ん　

新
宮　

奥
出

代
表　

替
地　

安
藤
代
表　

仲
沖　

三

輪
さ
ん　

二
ツ
屋　

水
野
代
表

前
列
左
か
ら　

酒
井
さ
ん　

大
島
さ
ん　

佐
藤
さ
ん　

八
嶋
さ
ん

　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状

　

募
集
し
て
い
ま
す
！

大
口
町
消
防
団

健
闘大

口
町
消
防
団

健
闘大

口
町
消
防
団

健
闘

　

大
口
町
消
防
団
の
予
防
啓
発
団
員
が
愛

知
県
の
代
表
と
し
て
、
10
月
15
日
貅
に
横

浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
22
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
タ
イ
ム
60
・
05
秒
、
得
点

56
・
０
で
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

予
防
啓
発
団
員
は
今
大
会
で
の
経
験
を

通
じ
て
、
よ
り
一
層
強
く
な
っ
た
団
結
力

で
今
後
の
予
防
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
協
力
・
ご
声
援
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課

　

蘂
95
ー

１
９
６
６

　

広
報
お
お
ぐ
ち
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方

を
取
材
し
、
広
報
お
お
ぐ
ち
内
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
。

対�

象　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
お

勤
め
の
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
（
全

国
大
会
出
場
・
入
賞
等
）
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
で
広
報
お
お
ぐ
ち
の
取
材
Ｏ

Ｋ
の
方

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

政
策
推
進
課　

蘂
95
―

１
６
１
６
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△ハモーン博士のまとめ

蘂

便
り

FOR YOU

　

お
ま
え
を
大
切
に

　

摘
ん
で
ゆ
く
人
が
い
た

　

臭
い
と
い
わ
れ

　

き
ら
わ
れ
者
の

　

お
ま
え
だ
っ
た
け
れ
ど

　

道
の
隅
で

　

歩
く
人
の

　

足
許
を
見
上
げ

　

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
た

い
つ
か
お
ま
え
を
必
要
と
す
る
人

が
あ
ら
わ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に

お
ま
え
の
花

白
い
十
字
架
に
似
て
い
た

　

引
用
：
星
野
富
弘　

著

　
「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
」
よ
り

ごみ袋はポンチョ
家族 4人で電車に乗ってお出掛けの帰りのこ
と。駅に降りたらどしゃ降りの雨。困った！
雨具がない！ひとりを背負い、ひとりを後部
に乗せ、娘の頭からごみ袋をかぶせ自転車を
必死にこいで帰宅。
夫は一人マイペースで…。イクメンとはほど
遠かった夫も今ではイクジイになりつつある。  
　　　　　　　　　　　　　　　    （しばＰ）

遺伝子
血液型、食べ物の好み、性格もぜんぜん違う
二卵性双子の息子たち。そのおかげで、思う
ようにならない子育ての最中、「悪いのは育て
方じゃない。同じ環境で同じ物を与え、同じ
ように育ててるのに、こんなに違うのは、生
まれ持ったこの子たちの個性」で、すべて納
得して済ませてきた。成長した息子をみて、
個性の元となる遺伝子は、親から受け継ぐこ
とに改めて気づくこのごろ…。（チャーミー）

あの時のこの歌
40年も前、台所で「ゆりかご
の歌をカナリアが歌うよ、ね
んねこねんねこねんねこよ」
と口ずさんでいたら、「ねんね
こってどんなネコ？」と 4歳
の息子が聞いてきた。ネコ？
　　　　　　　　　 （名加女）

町内にお住まいの
　　20代の皆さんがリレーで登場！vol.257

「
明
る
さ
」
で
役
に
立
ち
た
い

看
護
師
を
め
ざ
し
て

　
高
校
卒
業
後
、
２
年
間
歯
科
助

手
と
し
て
働
き
、
資
金
を
た
め
て
４

月
に
看
護
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

看
護
師
は
中
学
生
か
ら
の
夢
。
中
学

３
年
生
の
と
き
に
海
外
派
遣
に
行

き
、
看
護
師
と
し
て
青
年
海
外
協
力

隊
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
第
３
回
ビ
ッ
グ
マ

ウ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
看
護
師
に

な
っ
て
大
口
町
の
支
え
に
な
る
ぞ
」

と
言
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
看
護
師
と
保
健
師
の
資

格
を
取
る
べ
く
勉
強
中
。
学
校
は

３
分
の
１
が
社
会
人
。
勉
強
は
大

変
で
す
が
、
家
庭
や
仕
事
と
両
立

し
な
が
ら
通
っ
て
い
る
方
も
い
て
、

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
自
分

も
学
費
の
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
と
両

立
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
方

の
背
中
を
見
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
予
防
医
学
や
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
医
学
に
興
味
が
あ
る
の

で
、
高
齢
者
専
門
の
地
域
の
保
健

師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
元
気
印
！

　
大
口
町
の
踊
り
の
チ
ー
ム
「
志

響
」
に
所
属
し
て
、
週
2
回
練
習

し
て
い
ま
す
。
踊
っ
て
い
る
と
嫌

な
こ
と
も
忘
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
で

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、「
あ
な
た
の
笑
顔
を

見
て
い
る
と
楽
し
い
」「
声
を
き
い

て
い
る
と
元
気
に
な
れ
る
」
と
言

わ
れ
、
自
分
も
支
え
に
な
れ
た
ら

い
い
な
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

　

来
年
2
月
か
ら
看
護
実
習
が
始

ま
り
ま
す
。
座
学
で
学
べ
な
い
こ

と
を
学
べ
る
の
で
、
大
変
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

次
に
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら

　
　
　
男
・
女
ど
っ
ち
が
い
い
？

　

今
世
女
性
に
生
ま
れ
二
度
の
出
産
を
経
験
し
て

い
る
。
胎
動
を
感
じ
た
時
と
、
母
乳
を
あ
げ
た
時

は
こ
れ
以
上
の
幸
福
は
な
い
と
感
じ
た
く
ら
い
温

か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
生
ま
れ
変
わ

る
と
し
た
ら
～
ま
た
女
性
が
い
い
か
な
～
。 　
　
　

 
  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
く
み
ち
ゃ
ん
）

　

喜
寿
を
祝
う
同
窓
会
に
出
席
し
た
。
憧
れ
て
い

た
彼
が
見
事
に
崩
れ
て
い
る
。「
こ
れ
が
最
後
の

同
窓
会
」
と
言
っ
た
男
性
に
、「
米
寿
の
会
で
会

い
ま
し
ょ
う
」
と
女
性
陣
が
手
を
挙
げ
た
。
次
も

女
性
に
生
ま
れ
て
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
す
！　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
華
女
）

　

生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
、
や
は
り
女
が
良
い
で
す

ね
。
今
の
世
の
中
、
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
ま
だ

ま
だ
男
社
会
。
そ
の
中
を
上
手
く
泳
い
で
行
く
自

信
が
、
持
て
る
か
不
安
。
な
ら
ば
今
の
人
生
の
よ

う
に
縁
の
下
の
力
で
支
え
て
い
る
の
も
、
悪
く
な

い
か
も
！
で
も
、
女
で
不
利
益
な
事
沢
山
世
の
中

あ
り
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て
も
。
男
の
人
は
女
は

の
ん
き
で
結
構
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
G
フ
ァ
ン
）

 　

若
い
頃
は
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
「
絶
対
に
男
」

と
決
め
て
い
た
。
で
も
、
時
代
の
変
化
と
共
に
、

男
性
が
生
き
辛
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
て
い
る
気

が
す
る
。
な
ら
ば
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ラ
ン
チ
、
女
子

会
プ
ラ
ン
、
女
性
専
用
車
両
e
t
c
.
」
を
手

放
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
な
の
で
「
女
」
に
一

票
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
チ
ャ
ー
ミ
ー
）

　

次
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
な
ら
ば
是
非
と

も
男
に
生
ま
れ
た
い
も
の
だ
。
そ
し
て
、
愛
す
る

旦
那
さ
ま
に
は
女
に
生
ま
れ
て
い
た
だ
き
、
赤
い

糸
に
導
か
れ
、
め
で
た
く
結
ば
れ
た
あ
か
つ
き
に

は
、
懇
切
丁
寧
に
、
時
に
は
厳
し
く
嫁
さ
ん
と
し

て
の
た
し
な
み
を
伝
授
し
て
差
し
上
げ
た
い
。

　

お
覚
悟
よ
ろ
し
く
…
。　
　

   

（
す
み
ち
ゃ
ん
）

　

生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
男
。
企
業
戦
士
と
し
て
仕

事
を
し
家
族
を
養
う
大
変
さ
を
経
験
し
た
い
。
そ

し
て
、
飲
み
会
な
ど
で
妻
の
悪
口
を
言
わ
な
い
謎

と
き
を
し
て
み
た
い
。 

（
女
性
は
往
々
に
し
て
夫

の
悪
口
は
尽
き
な
い
）

（
女
に
生
ま
れ
女
を
57
年
過
ご
し
て
き
た
し
ば
Ｐ
）

　

オ
ス
猫
。
や
さ
し
く
て
可
愛
い
ご
主
人
様
に
ね

こ
じ
ゃ
ら
し
で
遊
ん
で
も
ら
い
、
お
ひ
ざ
の
上
で

眠
り
た
い
。
気
の
向
く
ま
ま
自
由
気
ま
ま
に
暮
ら

し
て
み
た
い
。
夢
（
妄
想
）
は
ふ
く
ら
む
…
（
笑
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
っ
し
ー
）

　このテーマは、男女どちらが
得なのかにつながる永遠の課題
じゃ。職業などにおいては昔ほ
ど性別で区別されることはなく
なってきている。後は、人生を
過ごして来た経緯や個人の感覚
や探求心によるんじゃろうな。
究極は人間以外に生まれ変わる
ことかな。（笑）

No.4

▲� 看護学校で実習中

加
藤　

里
奈
さ
ん 

（
余
野
）　

Ｈ
６
・
11
・
22
生
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予
定
日
よ
り
一
週
間
遅
れ
で
生
ま

れ
て
き
た
紗
希
ち
ゃ
ん
。
夜
泣
き
も

な
く
よ
く
寝
て
く
れ
る
の
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。『
寝
る
子
は
育

つ
』
の
言
葉
通
り
、
２
か
月
目
ま
で

は
月
に
１
・
５
㎏
ず
つ
体
重
が
増
え
、

４
か
月
に
し
て
体
重
が
８
㎏
、
身
長

も
67�

cm
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
表
情
も
豊
か
に
な
っ
て
、

大
き
な
声
で
自
己
主
張
。
手
遊
び
も

す
る
よ
う
に
な
り
、
日
に
日
に
成
長

す
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿
に
、
家
族

み
ん
な
喜
び
、
驚
き
、
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
成
長
し
て
、

心
も
大
き
く
素
敵
な
女
性
に
な
っ
て

欲
し
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ー
ー
ン
！
６
月
７
日

朝
、
元
気
に
産
ま
れ
て
き
て
く
れ

た
ね
！
あ
り
が
と
う
。
１
週
間
も

名
無
し
で
ご
め
ん
ね
。
元
気
で
強

い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
と
、
呼

び
や
す
い
名
前
に
し
よ
う
と
思
っ

て
、『
翔
悟
』
に
し
た
よ
。
そ
の

思
い
通
り
、
快
食
快
眠
快
便
で
す

く
す
く
と
大
き
く
な
っ
て
る
ね
。

　

あ
ま
り
の
可
愛
さ
に
完
全
に
親

バ
カ
な
パ
パ
と
マ
マ
。
そ
の
可
愛

さ
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

親
戚
や
友
達
が
集
ま
っ
た
と
き
に

は
、
全
員
で
翔
く
ん
の
争
奪
戦
！

み
ん
な
か
ら
翔
く
ん
!!
翔
く
ん
!!

と
呼
ば
れ
て
人
気
者
だ
ね
。

　

こ
れ
か
ら
楽
し
い
思
い
出
を
た

く
さ
ん
作
ろ
う
ね
！

（
中
小
口
）

　
　
　
　

お
父
さ
ん　

松
永　

拓
洋

　
　
　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　

麻
衣

（
豊
田
）

　
　
　
　

お
父
さ
ん　

原
田　

幹
也

　
　
　
　

お
母
さ
ん　
　
　

奈
央
子

はらた　さき ちゃんまつなが　しょうご　くん

No.753 No.752

○
月
×
日　

最
近
よ
く
喋
る
よ
う
に

な
っ
た
旭
陽
。
夜
、窓
の
外
を
見
て「
ば

に
ゃ
に
ゃ
〜
ば
に
ゃ
に
ゃ
〜
（
バ
ナ

ナ
の
事
）」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
な

ん
だ
ろ
う
？
？
と
外
を
見
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
キ
レ
イ
な
三
日
月
が
！
な

る
ほ
ど
ね
〜
笑
。
そ
れ
か
ら
は
、
絵

本
の
お
月
様
を
見
て
も
バ
ナ
ナ
っ
て

言
っ
て
ま
す
。
　

○
月
×
日　

最
近
一
番
よ
く
遊
ぶ
の

は
積
み
木
。
上
手
に
た
か
ー
く
積
め

る
と
、
マ
マ
に
報
告
し
て
か
ら
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
！
と
っ
て
も
満
足
げ
な
顔

で
バ
シ
ャ
ー
ン
と
崩
す
ま
で
が
お
決

ま
り
の
パ
タ
ー
ン
で
何
度
も
そ
れ
の

く
り
返
し
。
た
ま
に
失
敗
す
る
と
悔

し
泣
き
。

○
月
×
日　

パ
パ
が
大
好
き
な
旭
陽

は
、
毎
朝
外
ま
で
行
っ
て
お
見
送
り
。

夜
は
、
暗
く
な
っ
て
く
る
と
、「
パ
パ
、

お
か
え
り
〜
」
と
ひ
と
り
言
を
い
い
な

が
ら
、
パ
パ
の
帰
っ
て
く
る
の
を
待
っ

て
マ
ス
。
そ
し
て
お
待
ち
か
ね
の
パ

パ
が
帰
っ
て
く
る
と
、
パ
パ
の
膝
の

上
で
、
ご
飯
を
食
べ
る
の
を
じ
っ
ー

と
見
学
。
そ
し
て
箸
を
さ
わ
っ
て
イ

タ
ズ
ラ
し
た
り
…
。
パ
パ
は
ゆ
っ
く

り
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
ま
せ
〜
ん
。

三
輪　

詩
麻
さ
ん

　
　
　

旭
陽
く
ん

　
　

    　

 

Ｈ
26
・
３
・
25

　

先
日
、
十
数
年
ぶ
り
に
大
学
を
訪
れ
る
と
、
見

た
こ
と
の
な
い
施
設
が
建
ち
並
び
、
大
通
り
か
ら

見
た
大
学
の
雰
囲
気
は
私
が
知
っ
て
い
る
も
の
と

は
全
く
違
う
も
の
に
…
驚
き
と
と
も
に
寂
し
さ
も

感
じ
な
が
ら
、
大
学
を
後
に
し
ま
し
た
。　
（
り
ん
）

　

時
の
人
、
五
郎
丸
歩
選
手
に
同
じ
ラ
グ
ビ
ー
界

で
活
躍
す
る
年
子
の
お
兄
さ
ん
が
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
。
テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る
限
り
、
お
お
ら

か
で
ひ
ょ
う
き
ん
な
兄
に
、
ス
ト
イ
ッ
ク
で
努
力

家
の
弟
。
そ
の
図
式
が
、
か
つ
て
の
若
貴
兄
弟
の

よ
う
で
す
。
も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
、

目
標
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

勝
手
に
想
像
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

コ
ウ)

人　口	 計　23,379 人　　  男性　11,852 人（前月比　＋ 20人）
（11月 1日現在） 　　　　　 　女性　11,527 人（前月比　＋ 16人）
世帯数　　8,776 世帯（前月比　+12世帯）
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